
令和４年度補正予算関係（４件） ●一般会計１件、特別会計１件、病院事業会計１件、下水道事業会計１件
条例関係（１０件） ●地方公務員法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例案
　　　　　　　 ●職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例案
　　　　　　　 ●職員の定年等に関する条例等の一部を改正する条例案
　　　　　　　 ●職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例案
　　　　　　　 ●青森県建設業許可申請手数料等徴収条例の一部を改正する条例案
　　　　　　　 ●青森県建築確認申請等手数料等徴収条例の一部を改正する条例案
　　　　　　　 ●青森県企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例案
　　　　　　　 ●青森県教育職員免許法関係手数料徴収条例の一部を改正する条例案
　　　　　　　 ●青森県営スケート場条例の一部を改正する条例案
　　　　　　　 ●青森県迷惑行為等防止条例の一部を改正する条例案

第311回定例会で可決された知事提出議案（17件）

第311回定例会で可決された議員提出議案の内容
令和４年８月３日からの大雨被害に係る災害の早期復旧と支援を求める意見書意 見 書
　国においては、燃油価格高騰に伴い建設資材等の価格も上昇しており、従来にも増して多くの
復旧経費を要するため十分な予算の確保を行うこと、被災した中小企業者の事業の早期再開・継
続に向けて、災害関連補助金の追加措置等、支援施策を強化することなどについて緊急的な措
置が速やかに講じられるよう要望。

北朝鮮による弾道ミサイル発射に対して断固抗議する決議決 　 議
　本議会においては、この行為を断じて容認することはできず、北朝鮮に対して断固抗議し、二度
と行わないよう強く求める。
　政府においては、情報収集・分析に全力を挙げるとともに、国民の安全と安心の確保に万全の
措置を講じること、また、国際社会と緊密に連携し、北朝鮮に対して、毅然とした態度で臨み、今
後このような行動を行わせないために厳格に対処することを要請する。

米価低迷に対する緊急対策を求める意見書
　国において、国民への食料供給を支える農家の不安を払拭するとともに、主食である米の需給
環境の改善に努めていくことが極めて重要であり、積極的な対策を講ずるよう要望。

青森県をもっと知るため、議会を傍聴しよう！
傍聴にあたり、本誌「傍聴者の声」に掲載するため、アンケートをお願いすること
がありますので、ご協力ください。

〒030-8570青森市長島1丁目1-1　青森県議会事務局調査課
電話 017（734）9797（直通）

◎あおもり県議会だよりに関するご意見・お問合せについて
お知らせ
県議会からの
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傍聴にあたってのお願い

※傍聴の際はマスクの着用をお願いします。
※議場などへの入場前には検温をお願いします。
※議場などへの入退場の際は、アルコール消毒をお願いします。
※発熱や息切れ、風邪のような症状がある場合は傍聴を自粛する
　ようお願いします。

新型コロナウイルス感染症対策にご協力ください
傍聴については
こちらから秩序ある議事進行が印象的でした

　県政全般への関心があり、傍聴しまし
た。秩序ある議事進行に大変感心いたし
ました。

60代　男性 むつ市在住

県議会だよりは
こちらから

その他（3件） 　　●工事の請負契約の一部変更の件　など3件
9
月
定
例
会
の
概
要

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
、

令
和
４
年
８
月
３
日
か
ら
の
大
雨
被
害
に
係
る
災
害
の

早
期
復
旧
と
支
援
を
求
め
る
意
見
書
案
な
ど
を
可
決

　
令
和
４
年
９
月
第
３
１
１
回
定

例
会
は
、
９
月
21
日
に
開
会
さ
れ
、

10
月
11
日
ま
で
の
21
日
間
に
わ
た

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
本
会
議
で
は
、「
令
和
４

年
度
青
森
県
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）案
」を
は
じ
め
、
25
件
の

議
案
及
び
32
件
の
報
告
が
上
程
さ

れ
、三
村
知
事
か
ら
、「
今
回
の
補
正

予
算
は
、
本
年
８
月
３
日
か
ら
の
大

雨
に
係
る
災
害
対
策
関
連
経
費
と

し
て
所
要
の
予
算
措
置
を
講
ず
る

こ
と
と
し
た
こ
と
、
及
び
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
状
況

等
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、
感
染
防

止
対
策
の
推
進
と
医
療
提
供
体
制

の
確
保
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
物

価
高
騰
下
に
お
け
る
社
会
経
済
活

動
の
推
進
に
要
す
る
経
費
に
つ
い

て
、
所
要
の
予
算
措
置
を
講
ず
る
こ

と
と
し
た
」な
ど
の
提
案
理
由
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
決
算
に
つ
い

て
、
会
計
管
理
者
等
か
ら
説
明
が
、

決
算
及
び
基
金
の
審
査
結
果
及
び

意
見
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
か
ら
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

９
月
28
日
か
ら
４
日
間
に
わ
た

り
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
16
名

の
議
員
が
登
壇
し
、
令
和
４
年
８

月
３
日
か
ら
の
大
雨
災
害
へ
の
対

応
や
防
災
対
策
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
、
農
林
水
産
業

の
振
興
策
、
若
者
の
県
内
定
着
や

子
ど
も
に
関
す
る
施
策
な
ど
に
つ

い
て
、
各
議
員
か
ら
質
問
が
あ
り
、

県
当
局
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
な
お
、
９
月
29
日
一
般

質
問
終
了
後
、
２
件
の
先
議
議
案

が
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
５
日
に
は
、
議
案
に
関
す

る
質
疑
が
行
わ
れ
、
令
和
４
年
度

青
森
県
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２

号
）案
に
計
上
さ
れ
た
費
目
の
事
業

内
容
等
に
つ
い
て
、
質
疑
・
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
決
算
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
令
和
３
年
度
決
算
に
関

す
る
議
案
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
16
件
及
び
報
告
３
件
は
所

管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

10
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
各
常
任

委
員
会
に
お
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
10
月
５
日
に
は
、
質
疑
、

議
案
の
委
員
会
付
託
終
了
後
、
議

員
提
出
議
案
の
採
決
が
行
わ
れ
、

議
案
１
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
10
月
11
日
に
は
、各
常

任
委
員
会
の
審
査
内
容
の
報
告
が

あ
り
、討
論
が
行
わ
れ
た
の
ち
採
決

が
行
わ
れ
、先
議
議
案
２
件
、決
算

特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
閉
会
中

の
継
続
審
査
と
な
っ
た
議
案
６
件

を
除
く
知
事
提
出
議
案
17
件
、
報

告
３
件
及
び
議
員
提
出
議
案
２
件

が
可
決
・
同
意
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

開会日の提案理由説明の様子

◎
開
会
日（
９
月
21
日
）

◎
一
般
質
問（
９
月
28
日
〜
10
月
３
日
）

◎
質
疑
、決
算
特
別
委
員
会
設
置（
10
月
５
日
）

　
常
任
委
員
会（
10
月
６
日
）

閉
会
日（
10
月
11
日
）

未来のための、ヒントがここに。
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令
和
４
年
９
月
第
３
１
１
回
定
例
会

各
議
員
が
行
っ
た

質
問
の
中
か
ら
一
部
を

紹
介
い
た
し
ま
す

一
般
質
問

健
康
福
祉
部
長

　

県
民
の
歯
と
口
の
健
康
状
態
は
近

年
大
幅
に
改
善
し
て
い
る
も
の
の
、
３

歳
児
で
む
し
歯
が
な
い
者
の
割
合
が
全

国
平
均
の
88
・
２
％
を
下
回
り
79
・

３
％
と
な
る
な
ど
、
課
題
が
あ
る
。
県

民
が
生
涯
を
通
じ
て
、
健
や
か
で
生
き

生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
上
で
、
歯
と

口
の
健
康
の
保
持
・
増
進
は
必
要
不
可

欠
な
も
の
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
条

例
や
計
画
に
基
づ
き
、
市
町
村
や
関
係

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
各
種
施
策
を

積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
。

本文中の
このマークは
用語解説です。

　

健
康
長
寿
県
の
実
現
に
向

け
た
、歯
と
口
の
健
康
づ
く
り

に
関
す
る
県
の
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
長
寿
県
の
実
現
に
向
け
た
、

歯
と
口
の
健
康
づ
く
り

健康 QA

三
村
知
事

　

畜
産
経
営
は
生
産
費
に
占
め
る
飼

料
費
の
割
合
が
高
く
、
経
営
体
の
規
模

縮
小
や
廃
業
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
や

地
域
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
に
強
い
危

機
感
を
持
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
自
給
飼
料
の
安
定
確
保

に
必
要
な
機
械
等
の
導
入
を
支
援
す

る
中
・
長
期
対
策
に
加
え
、
本
年
度
上

半
期
に
購
入
し
た
配
合
飼
料
の
価
格

上
昇
分
の
一
部
を
支
援
す
る
緊
急
対
策

を
講
じ
る
こ
と
と
し
た
。
今
後
は
、
国

に
対
し
、
実
効
性
の
高
い
飼
料
自
給
率

向
上
対
策
や
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能

の
充
実
を
働
き
か
け
て
い
く
。

　
　

配
合
飼
料
価
格
高
騰
で

影
響
を
受
け
て
い
る
畜
産
業

の
経
営
安
定
に
対
し
、
県
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
伺
う
。

配
合
飼
料
価
格
高
騰
対
策

QA

三
村
知
事

　

私
自
身
と
旧
統
一
教
会
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
無
か
っ
た
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

信
教
の
自
由
や
政
教
分
離
は
憲
法

上
の
重
要
な
原
則
と
し
て
最
大
限
尊
重

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
方
で
、
宗

教
団
体
で
あ
っ
て
も
社
会
の
構
成
員
と

し
て
関
係
法
令
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
と
考
え
る
。

　

国
に
お
い
て
は
、
霊
感
商
法
等
の
被

害
者
救
済
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
県
と

し
て
も
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

　

旧
統
一
教
会
と
政
治
の
関

わ
り
に
つ
い
て
の
知
事
の
見
解

及
び
知
事
本
人
の
旧
統
一
教

会
と
の
接
点
の
有
無
に
つ
い
て

伺
う
。

旧
統
一
教
会
と
政
治
の
関
わ
り

宗教 QA

健
康
福
祉
部
長

　

県
で
は
独
自
事
業
と
し
て
、
原
油
価

格
や
電
気
・
ガ
ス
料
金
を
含
む
物
価
高

騰
等
の
影
響
に
よ
り
生
活
が
困
窮
し

て
い
る
方
々
の
負
担
軽
減
を
図
る
市

町
村
の
取
組
を
対
象
と
し
た
補
助
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
町
村
の
人
口
規
模

等
に
応
じ
た
補
助
金
額
の
範
囲
内
に

お
い
て
、
そ
の
実
施
に
要
す
る
経
費
の

２
分
の
１
を
補
助
す
る
も
の
で
、
こ
れ

ま
で
５
市
町
に
対
し
交
付
決
定
を

行
っ
た
ほ
か
、
現
在
32
市
町
村
と
補
助

協
議
等
の
事
務
を
進
め
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
物
価

高
騰
に
直
面
し
て
い
る
生
活

困
窮
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る

た
め
の
県
の
取
組
に
つ
い
て

伺
う
。

生
活
困
窮
者
へ
の
対
応

くらし QA

用 語 解 説

配合飼料 

　「牛、豚、鶏」などのエサ
として、トウモロコシやマイ
ロ、麦、大豆かすなどの飼
料原料を配合・加工して「栄
養素が調整された飼料」。
飼料原料のほとんどをアメ
リカ、ブラジルなどから輸入
している。

三
村
知
事

　

今
年
８
月
の
大
雨
災
害
で
は
、
孤
立

集
落
が
発
生
す
る
な
ど
、
防
災
公
共
の

更
な
る
取
組
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
と

強
く
認
識
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、予
算
の
増
額
や
安

定
的
確
保
を
国
に
強
く
働
き
か
け
て
い

る
ほ
か
、市
町
村
と
連
携
し
、孤
立
す
る

恐
れ
の
あ
る
地
区
を
新
た
に
防
災
公
共

推
進
計
画
に
追
加
す
る
な
ど

計
画
の
改
定
を
進
め
て
い
く
。

　

今
後
も
、
災
害
か
ら
得
た

教
訓
を
生
か
し
、
防
災
公
共
に

取
り
組
み
、
安
全
・
安
心
な
県

土
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

　

８
月
の
大
雨
災
害
を
受
け

て
、
今
後
、　

防
災
公
共
を
ど

の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か

伺
う
。

防
災
公
共

防災 QA

県
土
整
備
部
長

　

県
で
管
理
す
る
３
箇
所
の
都
市
公
園

の
う
ち
、
新
青
森
県
総
合
運
動
公
園
と

青
い
森
公
園
に
お
い
て
遊
具
を
設
置
し

て
お
り
、
新
青
森
県
総
合
運
動
公
園
に

お
い
て
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
の
概
念

に
当
て
は
ま
る
遊
具
も
整
備
し
て
い
る

状
況
。

　

今
後
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
の
考
え

方
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
遊
具
更
新
の
際

に
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
の
整
備

に
つ
い
て
、
積
極
的
に
検
討
す
る
。

　

県
の
都
市
公
園
に
お
け
る

　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
の
設

置
状
況
と
遊
具
整
備
に
お
け

る
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
公
園
に
お
け
る

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具

QA

三
村
知
事

　

人
口
減
少
や
少
子
化
、
高
齢
化
、
労

働
力
不
足
な
ど
の
課
題
を
解
決
し
、
暮

ら
し
や
す
さ
で
は
ど
こ
に
も
負
け
な
い

地
域
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ

と
が
有
効
と
考
え
る
。
行
政
分
野
を
は

じ
め
、
暮
ら
し
や
地
域
、
産
業
分
野
な

ど
の
各
分
野
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
推
進
に

向
け
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
産
官
学
の

連
携
を
強
化
し
、
県
庁
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
む
。

　

地
方
創
生
の
推
進
の
た
め

に
は
、デ
ジ
タ
ル
を
効
果
的
に

活
用
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
が
、県
の
考
え
に
つ

い
て
伺
う
。

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た

地
方
創
生

DX推進 QA

警
察
本
部
長

　

安
倍
元
総
理
の
銃
撃
事
件
を
受
け
、

警
察
庁
に
お
い
て
、検
証
及
び
警
護
の
見

直
し
が
行
わ
れ
、警
護
の
各
段
階
に
お

け
る
警
察
庁
の
関
与
の
強
化
等
の
仕
組

み
を
導
入
し
た
新
た
な
警
護
要
則
が
制

定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

県
警
察
と
し
て
は
、新
た
な
警
護
要

則
に
基
づ
き
、警
察
庁
と
連
携
を
密
に

し
て
、警
護
の
強
化
に
向
け
た
対
策
を
迅

速
か
つ
確
実
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

青
森
県
警
察
で
は
、
今
後
、

要
人
警
護
に
ど
の
よ
う
な
姿

勢
で
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

伺
う
。

要
人
警
護

QA

用 語 解 説

防災公共

　災害時に人命を守ることを最
優先に、「孤立集落をつくらな
い」という視点と「逃げる」という
発想を重視した、防災対策と危
機管理体制の強化などハード・
ソフト一体となった取組。市町
村ごとに必要な施策をとりまと
めた防災公共推進計画を策定。

用 語 解 説

インクルーシブ遊具

　インクルーシブとは、英語で
「inclusive」で「包括的な」、「包
含的な」という意味であり、イン
クルーシブ遊具は、体に障害の
ある子も、ない子も一緒になっ
て遊べる遊具を示すもの。

畜産業

警備

県土整備

自由民主党
三戸郡

会　派
選挙区

:
:

夏堀 浩一 議員
なつぼり こういち

立憲民主党
五所川原市

会　派
選挙区

:
:

今　博 議員
こん ひろし

自由民主党
黒石市

会　派
選挙区

:
:

鳴海 惠一郎 議員
なるみ けいいちろう

自由民主党
青森市

会　派
選挙区

:
:

高橋 修一 議員
たかはし しゅういち
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令
和
４
年
９
月
第
３
１
１
回
定
例
会

各
議
員
が
行
っ
た

質
問
の
中
か
ら
一
部
を

紹
介
い
た
し
ま
す

一
般
質
問

健
康
福
祉
部
長

　

県
民
の
歯
と
口
の
健
康
状
態
は
近

年
大
幅
に
改
善
し
て
い
る
も
の
の
、
３

歳
児
で
む
し
歯
が
な
い
者
の
割
合
が
全

国
平
均
の
88
・
２
％
を
下
回
り
79
・

３
％
と
な
る
な
ど
、
課
題
が
あ
る
。
県

民
が
生
涯
を
通
じ
て
、
健
や
か
で
生
き

生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
上
で
、
歯
と

口
の
健
康
の
保
持
・
増
進
は
必
要
不
可

欠
な
も
の
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
条

例
や
計
画
に
基
づ
き
、
市
町
村
や
関
係

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
各
種
施
策
を

積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
。

本文中の
このマークは
用語解説です。

　

健
康
長
寿
県
の
実
現
に
向

け
た
、歯
と
口
の
健
康
づ
く
り

に
関
す
る
県
の
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
長
寿
県
の
実
現
に
向
け
た
、

歯
と
口
の
健
康
づ
く
り

健康 QA

三
村
知
事

　

畜
産
経
営
は
生
産
費
に
占
め
る
飼

料
費
の
割
合
が
高
く
、
経
営
体
の
規
模

縮
小
や
廃
業
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
や

地
域
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
に
強
い
危

機
感
を
持
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
自
給
飼
料
の
安
定
確
保

に
必
要
な
機
械
等
の
導
入
を
支
援
す

る
中
・
長
期
対
策
に
加
え
、
本
年
度
上

半
期
に
購
入
し
た
配
合
飼
料
の
価
格

上
昇
分
の
一
部
を
支
援
す
る
緊
急
対
策

を
講
じ
る
こ
と
と
し
た
。
今
後
は
、
国

に
対
し
、
実
効
性
の
高
い
飼
料
自
給
率

向
上
対
策
や
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能

の
充
実
を
働
き
か
け
て
い
く
。

　
　

配
合
飼
料
価
格
高
騰
で

影
響
を
受
け
て
い
る
畜
産
業

の
経
営
安
定
に
対
し
、
県
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
伺
う
。

配
合
飼
料
価
格
高
騰
対
策

QA

三
村
知
事

　

私
自
身
と
旧
統
一
教
会
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
無
か
っ
た
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

信
教
の
自
由
や
政
教
分
離
は
憲
法

上
の
重
要
な
原
則
と
し
て
最
大
限
尊
重

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
方
で
、
宗

教
団
体
で
あ
っ
て
も
社
会
の
構
成
員
と

し
て
関
係
法
令
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
と
考
え
る
。

　

国
に
お
い
て
は
、
霊
感
商
法
等
の
被

害
者
救
済
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
県
と

し
て
も
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

　

旧
統
一
教
会
と
政
治
の
関

わ
り
に
つ
い
て
の
知
事
の
見
解

及
び
知
事
本
人
の
旧
統
一
教

会
と
の
接
点
の
有
無
に
つ
い
て

伺
う
。

旧
統
一
教
会
と
政
治
の
関
わ
り

宗教 QA

健
康
福
祉
部
長

　

県
で
は
独
自
事
業
と
し
て
、
原
油
価

格
や
電
気
・
ガ
ス
料
金
を
含
む
物
価
高

騰
等
の
影
響
に
よ
り
生
活
が
困
窮
し

て
い
る
方
々
の
負
担
軽
減
を
図
る
市

町
村
の
取
組
を
対
象
と
し
た
補
助
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
町
村
の
人
口
規
模

等
に
応
じ
た
補
助
金
額
の
範
囲
内
に

お
い
て
、
そ
の
実
施
に
要
す
る
経
費
の

２
分
の
１
を
補
助
す
る
も
の
で
、
こ
れ

ま
で
５
市
町
に
対
し
交
付
決
定
を

行
っ
た
ほ
か
、
現
在
32
市
町
村
と
補
助

協
議
等
の
事
務
を
進
め
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
物
価

高
騰
に
直
面
し
て
い
る
生
活

困
窮
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る

た
め
の
県
の
取
組
に
つ
い
て

伺
う
。

生
活
困
窮
者
へ
の
対
応

くらし QA

用 語 解 説

配合飼料 

　「牛、豚、鶏」などのエサ
として、トウモロコシやマイ
ロ、麦、大豆かすなどの飼
料原料を配合・加工して「栄
養素が調整された飼料」。
飼料原料のほとんどをアメ
リカ、ブラジルなどから輸入
している。

三
村
知
事

　

今
年
８
月
の
大
雨
災
害
で
は
、
孤
立

集
落
が
発
生
す
る
な
ど
、
防
災
公
共
の

更
な
る
取
組
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
と

強
く
認
識
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、予
算
の
増
額
や
安

定
的
確
保
を
国
に
強
く
働
き
か
け
て
い

る
ほ
か
、市
町
村
と
連
携
し
、孤
立
す
る

恐
れ
の
あ
る
地
区
を
新
た
に
防
災
公
共

推
進
計
画
に
追
加
す
る
な
ど

計
画
の
改
定
を
進
め
て
い
く
。

　

今
後
も
、
災
害
か
ら
得
た

教
訓
を
生
か
し
、
防
災
公
共
に

取
り
組
み
、
安
全
・
安
心
な
県

土
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

　

８
月
の
大
雨
災
害
を
受
け

て
、
今
後
、　

防
災
公
共
を
ど

の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か

伺
う
。

防
災
公
共

防災 QA

県
土
整
備
部
長

　

県
で
管
理
す
る
３
箇
所
の
都
市
公
園

の
う
ち
、
新
青
森
県
総
合
運
動
公
園
と

青
い
森
公
園
に
お
い
て
遊
具
を
設
置
し

て
お
り
、
新
青
森
県
総
合
運
動
公
園
に

お
い
て
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
の
概
念

に
当
て
は
ま
る
遊
具
も
整
備
し
て
い
る

状
況
。

　

今
後
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
の
考
え

方
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
遊
具
更
新
の
際

に
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
の
整
備

に
つ
い
て
、
積
極
的
に
検
討
す
る
。

　

県
の
都
市
公
園
に
お
け
る

　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
の
設

置
状
況
と
遊
具
整
備
に
お
け

る
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
公
園
に
お
け
る

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具

QA

三
村
知
事
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す
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有
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は
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、
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ら
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や
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、
産
業
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な

ど
の
各
分
野
に
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る
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Ｘ
推
進
に

向
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て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
産
官
学
の

連
携
を
強
化
し
、
県
庁
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
む
。

　

地
方
創
生
の
推
進
の
た
め

に
は
、デ
ジ
タ
ル
を
効
果
的
に

活
用
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
が
、県
の
考
え
に
つ

い
て
伺
う
。

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た

地
方
創
生

DX推進 QA

警
察
本
部
長

　

安
倍
元
総
理
の
銃
撃
事
件
を
受
け
、

警
察
庁
に
お
い
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、検
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及
び
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の
見
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等
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組
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護
要
則
が
制
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と
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で
あ
る
。
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、新
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要
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に
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と
連
携
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に

し
て
、警
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の
強
化
に
向
け
た
対
策
を
迅

速
か
つ
確
実
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

青
森
県
警
察
で
は
、
今
後
、

要
人
警
護
に
ど
の
よ
う
な
姿

勢
で
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

伺
う
。

要
人
警
護

QA

用 語 解 説

防災公共

　災害時に人命を守ることを最
優先に、「孤立集落をつくらな
い」という視点と「逃げる」という
発想を重視した、防災対策と危
機管理体制の強化などハード・
ソフト一体となった取組。市町
村ごとに必要な施策をとりまと
めた防災公共推進計画を策定。

用 語 解 説

インクルーシブ遊具

　インクルーシブとは、英語で
「inclusive」で「包括的な」、「包
含的な」という意味であり、イン
クルーシブ遊具は、体に障害の
ある子も、ない子も一緒になっ
て遊べる遊具を示すもの。

畜産業

警備

県土整備

自由民主党
三戸郡

会　派
選挙区
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夏堀 浩一 議員
なつぼり こういち

立憲民主党
五所川原市

会　派
選挙区
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教
育
長

　
「　

 

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
公
立
学
校
に
部
活

動
指
導
員
や
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
等
を
配
置
し
て
い
る
ほ
か
、
令

和
３
年
度
か
ら
外
部
対
応
に
係
る
教
職

員
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
ス
ク
ー
ル
ロ

イ
ヤ
ー
を
委
嘱
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
実
際
に
学
校
で

取
り
組
ま
れ
て
い
る
好
事

例
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
市
町

村
教
育
委
員
会
に
対
し
、

働
き
方
改
革
を
推
進
す
る

た
め
の
基
本
方
針
等
の
策

定
を
働
き
か
け
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
県
の
学
校
に
お
け
る
働

き
方
改
革
の
取
組
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

A

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

Q

商
工
労
働
部
長

　

県
内
８
市
に
設
置
さ
れ
て
い
る
創

業
支
援
拠
点
を
利
用
し
た
令
和
３
年

度
の
創
業
者
数
は
、
過
去
最
多
と
な
る

１
４
９
名
と
な
り
、
最
初
に
創
業
支
援

拠
点
が
設
置
さ
れ
た
平
成
18
年
度
か

ら
の
累
計
で
１
０
０
０
名
を
超
え
た

ほ
か
、
平
成
28
年
度
か
ら
６
年
連
続
で

１
０
０
名
を
超
え
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
も
高
い
水
準
を
維
持
し
て
い

る
。
ま
た
、
30
代
及
び
40
代
で
創
業
者

全
体
の
約
６
割
強
と
な
っ
て
い
る
が
、

近
年
、
20
代
の
創
業
者
が
増
加
傾
向

に
あ
る
。

　
県
内
に
お
け
る
創
業
・
起

業
の
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

県
内
に
お
け
る
創
業
・

起
業
の
実
績

QA

教
育
長

　

特
別
支
援
学
級
や
通
級
に
よ
る
指

導
の
担
当
教
員
を
対
象
に
実
地
研
修

会
等
を
開
催
す
る
な
ど
、
障
害
の
特

性
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
指
導
力

の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
特
別
支
援
学
校
教
諭
免
許

状
を
所
持
す
る
現
職
教
員
の
増
加
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
特
別
支
援
学
校

と
の
計
画
的
な
人
事
交
流
を
実
施
し
て

い
る
。

　

今
後
も
、
特
別
支
援
教
育
を
担
当

す
る
教
員
の
指
導
力
及
び
専
門
性
の
向

上
に
努
め
て
い
く
。

　
特
別
支
援
学
級
や
　
通
級

に
よ
る
指
導
を
担
当
す
る
教

員
の
専
門
性
を
高
め
る
た
め

の
県
教
育
委
員
会
の
取
組
に

つ
い
て
伺
う
。

教
員
の
専
門
性
を
高
め
る
た
め
の

県
教
育
委
員
会
の
取
組

教育 QA

農
林
水
産
部
長

　

高
密
植
わ
い
化
栽
培
は
、
難
し
い
技

術
を
要
し
な
い
な
ど
の
特
徴
が
あ
る
一

方
で
、
栽
植
本
数
が
、通
常
の
わ
い
化
栽

培
に
比
べ
て
２
倍
以
上
と
な
る
た
め
、

初
期
投
資
が
多
額
と
な
る
ほ
か
、
苗
木

不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
国
の
果
樹

経
営
支
援
対
策
事
業
の
活
用
を
促
す
ほ

か
、
専
用
苗
木
の
育
成
管
理
に
係
る
委

託
試
験
に
取
り
組
み
、こ
の
成
果
を
生

産
者
団
体
や
苗
木
業
者
と
共
有
し
、
専

用
苗
木
の
供
給
体
制
を
強
化
し
て
い
く
。

　
り
ん
ご
経
営
に
お
け
る
高

密
植
わ
い
化
栽
培
の
導
入
に

向
け
、
県
は
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

環
境
変
化
に
対
応
し
た
り
ん
ご

の
生
産
振
興

QA

農
林
水
産
部
長

　
農
業
水
利
施
設
の
維
持
、

保
全
に
対
し
て
、
県
は
ど
の

よ
う
に
支
援
し
て
い
る
の
か

伺
う
。

農
業
を
支
え
る
農
業
水
利
施
設

QA

企
画
政
策
部
長

　

大
間
・
函
館
航
路
は
、
大
間
町
、
津
軽

海
峡
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
、
県
で
取
り

ま
と
め
た「
大
間
・
函
館
航
路
存
続
に
関

す
る
合
意
事
項
」に
よ
り
、
町
が
船
舶
を

保
有
し
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
令
和
６

年
３
月
ま
で
の
11
年
間
、
指
定
管
理
者

で
あ
る
津
軽
海
峡
フ
ェ
リ
ー
が
運
航
を

継
続
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

県
で
は
、こ
れ
ま
で
、
航
路
存
続
に

向
け
て
、
船
舶
の
建
造
費
の
一
部
を
支

援
し
た
ほ
か
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
大

き
く
受
け
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
船

舶
を
維
持
す
る
た
め
の
経
費
を
町
に
支

援
し
て
い
る
。

　
大
間
・
函
館
航
路
の
こ
れ
ま

で
の
経
緯
と
現
状
に
つ
い
て

伺
う
。

地
域
公
共
交
通
の
維
持
・

活
性
化

QA

教
育
長

　

学
校
関
係
者
や
産
業
関
係
団
体
等

と
の
情
報
交
換
に
よ
り
、
対
話
を
と
お

し
て
統
合
校
の
開
設
に
向
け
た
具
体
的

な
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
意
見
の
内
容
と
し
て
は
、
統
合

校
の
教
育
活
動
の
充
実
に
関
す
る
意
見

の
ほ
か
、
情
報
交
換
の
進
め
方
に
関
す

る
意
見
等
も
あ
っ
た
。

　

今
後
も
情
報
交
換
を
実
施
し
、
対
話

を
継
続
し
な
が
ら
、
統
合
校
の
教
育
活

動
の
充
実
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

　
下
北
地
区
統
合
校
の
開
設

に
向
け
て
実
施
し
て
い
る
情

報
交
換
で
は
、
地
域
か
ら
ど

の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
、
そ

の
意
見
に
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
の
か
伺
う
。

青
森
県
立
高
等
学
校

教
育
改
革
推
進
計
画

QA

用 語 解 説

多面的機能支払交付金

　水源の涵養、自然環境の保全、良
好な景観の形成など、農業・農村の有
する多面的機能の維持・発揮を図るた
め、農業者や自治会等が行う水路の
草刈りや泥上げなどの共同活動のほ
か、既設水路の補修などに対して支
援する国の交付金。

健
康
福
祉
部
長

　

本
県
に
お
け
る
介
護
分
野
の
外
国
人

技
能
実
習
生
の
受
入
人
数
は
、
令
和
４

年
６
月
１
日
現
在
54
名
と
な
っ
て
い
る
。

　

技
能
実
習
生
の
円
滑
な
受
入
れ
と
、

安
定
し
た
実
習
継
続
が
図
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　

本
県
の
介
護
人
材
確
保
に
向
け
て
、青

森
県
福
祉
・
介
護
人
材
確
保
定
着
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
き
、介
護
現
場
に
必

要
な
人
材
確
保
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

や
り
が
い
と
誇
り
を
持
っ
て
働
け
る
良
質

な
職
場
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
く
。

A

用 語 解 説

通級による指導

　通常の学級に在籍してい
る障害のある児童生徒に対
して、各教科等の大部分の
授業を通常の学級で行いな
がら、一部の授業について
障害に応じた特別の指導を
特別の指導の場（通級指導
教室等）で行う教育形態。

　
介
護
分
野
に
お
け
る
　
外

国
人
技
能
実
習
生
の
受
入
状

況
と
県
の
介
護
人
材
確
保
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

介
護
人
材
確
保
に
向
け
た
取
組

Q福祉

働き方改革

産業

農業

教育

交通

公明・健政会
上北郡

会　派
選挙区

:
:

吉田 絹恵 議員
よしだ きぬえ

日本共産党
八戸市

会　派
選挙区

:
:

松田　勝 議員
まつた まさる

自由民主党
平川市

会　派
選挙区

:
:

山口 多喜二 議員
やまぐち たきじ

自由民主党
むつ市

会　派
選挙区

:
:

菊池 憲太郎 議員
きくち けんたろう

用 語 解 説

学校における働き方改革プラン

　「教職員の健康保持、仕事と生活の
充実」や「教育の質の維持・更なる向
上」を目的として、令和２年３月に策
定。勤務時間の上限時間を示し、専門
スタッフの活用による働きやすい環境
の構築等に取り組んでいる。

用 語 解 説

外国人技能実習生

　「外国人の技能実習の適正な実施及び技
能実習生の保護に関する法律」に基づく外
国人技能実習制度により入国した外国人。
技能実習制度は国際貢献のため開発途上国
等の外国人を日本で一定期間に限り受け入
れ、OJTを通じて技能を移転する制度。

農業

高密植わい化栽培専用苗木

　

農
業
水
利
施
設
は
、
そ
の
機
能
を
将

来
に
わ
た
っ
て
維
持
し
、
次
世
代
に
引

き
継
い
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
頭
首
工
な
ど

の
基
幹
的
農
業
水
利
施
設
の
維
持
管
理

費
用
な
ど
の
一
部
を
土
地
改
良
区
に
支

援
し
て
い
る
ほ
か
、
小
規
模
な
施
設
に

つ
い
て
は
、
国
の　

 

多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
を
活
用
し
、
農
業
者
や
自
治
会

等
が
実
施
す
る
草
刈
り
な
ど
の
共
同
活

動
や
既
設
水
路
の
補
修
な
ど
に
対
し
て

支
援
し
て
い
る
。

と
う
し
ゅ
こ
う
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教
育
長

　
「　

 

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
公
立
学
校
に
部
活

動
指
導
員
や
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
等
を
配
置
し
て
い
る
ほ
か
、
令

和
３
年
度
か
ら
外
部
対
応
に
係
る
教
職

員
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
ス
ク
ー
ル
ロ

イ
ヤ
ー
を
委
嘱
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
実
際
に
学
校
で

取
り
組
ま
れ
て
い
る
好
事

例
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
市
町

村
教
育
委
員
会
に
対
し
、

働
き
方
改
革
を
推
進
す
る

た
め
の
基
本
方
針
等
の
策

定
を
働
き
か
け
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
県
の
学
校
に
お
け
る
働

き
方
改
革
の
取
組
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

A

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

Q

商
工
労
働
部
長

　

県
内
８
市
に
設
置
さ
れ
て
い
る
創

業
支
援
拠
点
を
利
用
し
た
令
和
３
年

度
の
創
業
者
数
は
、
過
去
最
多
と
な
る

１
４
９
名
と
な
り
、
最
初
に
創
業
支
援

拠
点
が
設
置
さ
れ
た
平
成
18
年
度
か

ら
の
累
計
で
１
０
０
０
名
を
超
え
た

ほ
か
、
平
成
28
年
度
か
ら
６
年
連
続
で

１
０
０
名
を
超
え
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
も
高
い
水
準
を
維
持
し
て
い

る
。
ま
た
、
30
代
及
び
40
代
で
創
業
者

全
体
の
約
６
割
強
と
な
っ
て
い
る
が
、

近
年
、
20
代
の
創
業
者
が
増
加
傾
向

に
あ
る
。

　
県
内
に
お
け
る
創
業
・
起

業
の
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

県
内
に
お
け
る
創
業
・

起
業
の
実
績

QA

教
育
長

　

特
別
支
援
学
級
や
通
級
に
よ
る
指

導
の
担
当
教
員
を
対
象
に
実
地
研
修

会
等
を
開
催
す
る
な
ど
、
障
害
の
特

性
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
指
導
力

の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
特
別
支
援
学
校
教
諭
免
許

状
を
所
持
す
る
現
職
教
員
の
増
加
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
特
別
支
援
学
校

と
の
計
画
的
な
人
事
交
流
を
実
施
し
て

い
る
。

　

今
後
も
、
特
別
支
援
教
育
を
担
当

す
る
教
員
の
指
導
力
及
び
専
門
性
の
向

上
に
努
め
て
い
く
。

　
特
別
支
援
学
級
や
　
通
級

に
よ
る
指
導
を
担
当
す
る
教

員
の
専
門
性
を
高
め
る
た
め

の
県
教
育
委
員
会
の
取
組
に

つ
い
て
伺
う
。

教
員
の
専
門
性
を
高
め
る
た
め
の

県
教
育
委
員
会
の
取
組

教育 QA

農
林
水
産
部
長

　

高
密
植
わ
い
化
栽
培
は
、
難
し
い
技

術
を
要
し
な
い
な
ど
の
特
徴
が
あ
る
一

方
で
、
栽
植
本
数
が
、通
常
の
わ
い
化
栽

培
に
比
べ
て
２
倍
以
上
と
な
る
た
め
、

初
期
投
資
が
多
額
と
な
る
ほ
か
、
苗
木

不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
国
の
果
樹

経
営
支
援
対
策
事
業
の
活
用
を
促
す
ほ

か
、
専
用
苗
木
の
育
成
管
理
に
係
る
委

託
試
験
に
取
り
組
み
、こ
の
成
果
を
生

産
者
団
体
や
苗
木
業
者
と
共
有
し
、
専

用
苗
木
の
供
給
体
制
を
強
化
し
て
い
く
。

　
り
ん
ご
経
営
に
お
け
る
高

密
植
わ
い
化
栽
培
の
導
入
に

向
け
、
県
は
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

環
境
変
化
に
対
応
し
た
り
ん
ご

の
生
産
振
興

QA

農
林
水
産
部
長

　
農
業
水
利
施
設
の
維
持
、

保
全
に
対
し
て
、
県
は
ど
の

よ
う
に
支
援
し
て
い
る
の
か

伺
う
。

農
業
を
支
え
る
農
業
水
利
施
設

QA

企
画
政
策
部
長

　

大
間
・
函
館
航
路
は
、
大
間
町
、
津
軽

海
峡
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
、
県
で
取
り

ま
と
め
た「
大
間
・
函
館
航
路
存
続
に
関

す
る
合
意
事
項
」に
よ
り
、
町
が
船
舶
を

保
有
し
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
令
和
６

年
３
月
ま
で
の
11
年
間
、
指
定
管
理
者

で
あ
る
津
軽
海
峡
フ
ェ
リ
ー
が
運
航
を

継
続
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

県
で
は
、こ
れ
ま
で
、
航
路
存
続
に

向
け
て
、
船
舶
の
建
造
費
の
一
部
を
支

援
し
た
ほ
か
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
大

き
く
受
け
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
船

舶
を
維
持
す
る
た
め
の
経
費
を
町
に
支

援
し
て
い
る
。

　
大
間
・
函
館
航
路
の
こ
れ
ま

で
の
経
緯
と
現
状
に
つ
い
て

伺
う
。

地
域
公
共
交
通
の
維
持
・

活
性
化

QA

教
育
長

　

学
校
関
係
者
や
産
業
関
係
団
体
等

と
の
情
報
交
換
に
よ
り
、
対
話
を
と
お

し
て
統
合
校
の
開
設
に
向
け
た
具
体
的

な
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
意
見
の
内
容
と
し
て
は
、
統
合

校
の
教
育
活
動
の
充
実
に
関
す
る
意
見

の
ほ
か
、
情
報
交
換
の
進
め
方
に
関
す

る
意
見
等
も
あ
っ
た
。

　

今
後
も
情
報
交
換
を
実
施
し
、
対
話

を
継
続
し
な
が
ら
、
統
合
校
の
教
育
活

動
の
充
実
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

　
下
北
地
区
統
合
校
の
開
設

に
向
け
て
実
施
し
て
い
る
情

報
交
換
で
は
、
地
域
か
ら
ど

の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
、
そ

の
意
見
に
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
の
か
伺
う
。

青
森
県
立
高
等
学
校

教
育
改
革
推
進
計
画

QA

用 語 解 説

多面的機能支払交付金

　水源の涵養、自然環境の保全、良
好な景観の形成など、農業・農村の有
する多面的機能の維持・発揮を図るた
め、農業者や自治会等が行う水路の
草刈りや泥上げなどの共同活動のほ
か、既設水路の補修などに対して支
援する国の交付金。

健
康
福
祉
部
長

　

本
県
に
お
け
る
介
護
分
野
の
外
国
人

技
能
実
習
生
の
受
入
人
数
は
、
令
和
４

年
６
月
１
日
現
在
54
名
と
な
っ
て
い
る
。

　

技
能
実
習
生
の
円
滑
な
受
入
れ
と
、

安
定
し
た
実
習
継
続
が
図
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　

本
県
の
介
護
人
材
確
保
に
向
け
て
、青

森
県
福
祉
・
介
護
人
材
確
保
定
着
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
き
、介
護
現
場
に
必

要
な
人
材
確
保
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

や
り
が
い
と
誇
り
を
持
っ
て
働
け
る
良
質

な
職
場
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
く
。

A

用 語 解 説

通級による指導

　通常の学級に在籍してい
る障害のある児童生徒に対
して、各教科等の大部分の
授業を通常の学級で行いな
がら、一部の授業について
障害に応じた特別の指導を
特別の指導の場（通級指導
教室等）で行う教育形態。

　
介
護
分
野
に
お
け
る
　
外

国
人
技
能
実
習
生
の
受
入
状

況
と
県
の
介
護
人
材
確
保
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

介
護
人
材
確
保
に
向
け
た
取
組

Q福祉

働き方改革

産業

農業

教育

交通

公明・健政会
上北郡

会　派
選挙区

:
:

吉田 絹恵 議員
よしだ きぬえ

日本共産党
八戸市

会　派
選挙区

:
:

松田　勝 議員
まつた まさる

自由民主党
平川市

会　派
選挙区

:
:

山口 多喜二 議員
やまぐち たきじ

自由民主党
むつ市

会　派
選挙区

:
:

菊池 憲太郎 議員
きくち けんたろう

用 語 解 説

学校における働き方改革プラン

　「教職員の健康保持、仕事と生活の
充実」や「教育の質の維持・更なる向
上」を目的として、令和２年３月に策
定。勤務時間の上限時間を示し、専門
スタッフの活用による働きやすい環境
の構築等に取り組んでいる。

用 語 解 説

外国人技能実習生

　「外国人の技能実習の適正な実施及び技
能実習生の保護に関する法律」に基づく外
国人技能実習制度により入国した外国人。
技能実習制度は国際貢献のため開発途上国
等の外国人を日本で一定期間に限り受け入
れ、OJTを通じて技能を移転する制度。

農業

高密植わい化栽培専用苗木

　

農
業
水
利
施
設
は
、
そ
の
機
能
を
将

来
に
わ
た
っ
て
維
持
し
、
次
世
代
に
引

き
継
い
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
頭
首
工
な
ど

の
基
幹
的
農
業
水
利
施
設
の
維
持
管
理

費
用
な
ど
の
一
部
を
土
地
改
良
区
に
支

援
し
て
い
る
ほ
か
、
小
規
模
な
施
設
に

つ
い
て
は
、
国
の　

 
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
を
活
用
し
、
農
業
者
や
自
治
会

等
が
実
施
す
る
草
刈
り
な
ど
の
共
同
活

動
や
既
設
水
路
の
補
修
な
ど
に
対
し
て

支
援
し
て
い
る
。

と
う
し
ゅ
こ
う
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県
土
整
備
部
長

　

本
県
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
人
口
減

少
の
進
展
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期

化
な
ど
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
次
期

基
本
計
画
の
策
定
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
取
組
成
果
や
環
境
変
化
を
踏

ま
え
た
現
状
分
析
を
し
っ
か
り
と

行
っ
た
上
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
綻
ん
だ
地

域
社
会
と
疲
弊
し
た
経
済
を
し
っ
か

り
と
取
り
戻
し
、
若
者
が
多
様
な
可
能

性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
、「
ふ
る
さ
と

青
森
県
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
」と
い
う
確
か
な
未
来
へ
の
展
望
と

道
筋
が
開
か
れ
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。

　
県
内
建
設
業
者
の
受
注
機

会
の
確
保
に
向
け
た
取
組
に

つ
い
て
伺
う
。

県
内
建
設
業
の
持
続
的
発
展

の
た
め
の
取
組

QA

企
画
政
策
部
長

　

津
軽
鉄
道
の
利
用
者
数
は
減
少
し
て

お
り
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
る
。

　

県
や
沿
線
自
治
体
は
、
安
全
輸
送
設

備
等
の
整
備
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
事
業
継

続
、
利
用
促
進
へ
の
支
援
に
加
え
、
鉄
道

設
備
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
免
、

沿
線
自
治
体
の
若
手
職
員
に
よ
る
活
性

化
の
取
組
な
ど
、
様
々
な
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

　

県
と
し
て
は
、
今
後
も
安
全
輸
送
設

備
等
の
整
備
を
支
援
す
る
ほ
か
、
津
軽

鉄
道
が
沿
線
自
治
体
と
連
携
し
て
行

う
、
利
用
促
進
や
活
性
化
の
取
組
を
後

押
し
し
、
津
軽
鉄
道
の
維
持
・
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
津
軽
鉄
道
の
存
続
に
向
け

た
県
及
び
沿
線
市
町
村
の
取

組
に
つ
い
て
伺
う
。

津
軽
鉄
道
の
利
用
状
況

QA

エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
対
策
局
長

　

県
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
対

し
、
厳
正
か
つ
迅
速
な
審
査
が
行
わ
れ

る
よ
う
審
査
体
制
の
充
実
・
強
化
に
加

え
、
審
査
手
順
の
改
善
な
ど
に
つ
い
て
、

原
子
力
発
電
関
係
団
体
協
議
会
等
と
し

て
重
ね
て
要
請
し
て
き
た
。
国
で
は
、
９

月
７
日
の
原
子
力
規
制
委
員
会
に
お
い

て
、
電
力
会
社
経
営
層
と
の
意
見
交
換

を
踏
ま
え
た
、
今
後
の
審
査
の
進
め
方

が
審
議
さ
れ
、
確
認
事
項
及
び
論
点
の

提
示
、
審
査
会
合
の
開
催
頻
度
等
の
改

善
な
ど
が
了
承
さ
れ
た
。

　
県
内
原
子
力
施
設
に
係
る

国
の
安
全
審
査
が
長
期
化
し

て
い
る
中
、
審
査
の
迅
速
化

に
つ
い
て
県
及
び
国
の
対
応

を
伺
う
。

県
内
原
子
力
施
設
の
審
査
の

迅
速
化
へ
の
対
応

QA

観
光
国
際
戦
略
局
長

　

同
財
団
は
同
館
閉
館
後
、
所
蔵
作
品

を
県
立
美
術
館
に
移
動
・
集
約
し
、
作

品
展
示
や
研
究
等
の
顕
彰
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

県
と
し
て
は
、
県
立
美
術
館
の
展
示

ス
ペ
ー
ス
を
約
２
倍
に
拡
張
の
上
、
棟

方
画
伯
の
作
品
や
愛
用
品
等
を
展
示

し
、
県
民
や
フ
ァ
ン
の
皆
様
に
よ
り
身

近
に
、
多
く
の
作
品
等
を
鑑
賞
い
た
だ

け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　（
一
財
）棟
方
志
功
記
念
館

が
実
施
し
て
き
た
顕
彰
事
業

に
つ
い
て
、
棟
方
志
功
記
念

館
閉
館
後
、
同
財
団
は
ど
の

よ
う
に
実
施
し
、
県
は
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か

伺
う
。

棟
方
志
功
記
念
館
と

県
の
関
わ
り

文化 QA

三
村
知
事

　
次
期
基
本
計
画
の
策
定
に

向
け
た
知
事
の
思
い
に
つ
い

て
伺
う
。

次
期
青
森
県
基
本
計
画

QA

エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
対
策
局
長

　

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
は
、
あ
く

ま
で
も
一
時
貯
蔵
を
前
提
と
し
て
施
設

の
立
地
協
力
要
請
を
受
諾
し
た
も
の
。

本
県
を
最
終
処
分
地
に
し
な
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、
事
業
者
と
の
間
で
の
貯
蔵

管
理
期
間
終
了
時
点
で
電
力
会
社
に
搬

出
さ
せ
る
こ
と
を
定
め
た
安
全
協
定
、

搬
出
を
行
う
各
電
力
会
社
か
ら
の
確
約

文
書
、
最
終
処
分
事
業
を
進
め
る
国
か

ら
の
本
県
を
最
終
処
分
地
に
し
な
い
旨

の
確
約
な
ど
か
ら
、
国
と
事
業
者
、
県

の
方
針
は
明
確
で
あ
り
、
条
例
の
制
定

は
考
え
て
い
な
い
。

　
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の
確
実
な
県
外
搬
出
を
担
保

す
る
た
め
、
本
県
を
最
終
処

分
地
と
し
な
い
条
例
を
制
定

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
県
の

見
解
を
伺
う
。

原
子
力
政
策

QA

環
境
生
活
部
長

　

今
回
の
災
害
で
は
、
県
は
、
発
災
後

速
や
か
に
各
市
町
村
の
災
害
廃
棄
物

の
処
理
状
況
を
現
地
で
確
認
す
る
と

と
も
に
、
鰺
ヶ
沢
町
な
ど
被
害
の
大

き
い
市
町
村
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、

災
害
時
応
援
協
定
に
基
づ
き
、
関
係

団
体
に
仮
置
場
の
管
理
・
運
営
等
に
つ

い
て
協
力
を
要
請
し
た
ほ
か
、
広
域

的
な
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て

連
絡
調
整
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
国
庫

補
助
金
を
交
付
申
請
す
る
際
の
手
続

き
等
に
関
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
被
災
市
町
村
が
行
う
災
害

廃
棄
物
の
処
理
に
対
す
る
県

の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

大
雨
被
害
に
よ
る

災
害
廃
棄
物
の
処
理

QA

商
工
労
働
部
長

　
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
あ
お
も
り
」や「
ネ

ク
ス
ト
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
あ
お
も

り
」に
お
け
る
相
談
対
応
な
ど
求
職
者

へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
あ
お
も
り
人
財
確
保
推
進
セ
ン

タ
ー
」で
は
企
業
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
専

門
家
派
遣
や
、
離
職
者
等
を
雇
用
し

よ
う
と
す
る
際
の
求
人
広
告
や
人
材

確
保
等
に
つ
な
が
る
取
組
に
要
す
る

経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
ほ
か
、

離
職
者
と
人
手
不
足
分
野
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
県
内
各
地
で
開

催
し
て
い
る
。

　
県
の
求
職
者
へ
の
就
労
支

援
と
県
内
企
業
へ
の
人
材
確

保
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

県
内
の
雇
用
情
勢
と

県
の
取
組

QA

廃棄物処理

エネルギー 交通

土木
　

県
発
注
工
事
で
は
、一
つ
の
工
事
を
専

門
工
種
ご
と
に
分
け
る
分
離
発
注
や
複

数
の
工
事
に
分
け
る
分
割
発
注
を
可
能

な
限
り
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
ほ
か
、

複
数
の
同
種
工
事
を
同
時
発
注
す
る
場

合
、予
め
定
め
た
開
札
順
に
従
い
、
先
に

開
札
し
た
入
札
の
落
札
者
は
以
降
の
入

札
に
参
加
不
可
と
す
る
、い
わ
ゆ
る「
一

抜
け
方
式
」入
札
を
実
施
し
て
き
た
。

　

今
後
も
公
共
事
業
予
算
の
確
保
に
努

め
る
と
と
も
に
、
適
正
な
分
離
・
分
割
発

注
等
を
推
進
し
、
県
内
建
設
業
者
の
受

注
機
会
の
確
保
に
取
り
組
む
。

エネルギー

基本計画

就労支援

自由民主党
五所川原市

会　派
選挙区

:
:

櫛引 ユキ子 議員
くしびき こ

青和会
青森市

会　派
選挙区

:
:

一戸 富美雄 議員
いちのへ ふみお

県民主役の県政の会
青森市

会　派
選挙区

:
:

渋谷 哲一 議員
しぶたに てつかず

自由民主党
平川市

会　派
選挙区

:
:

工藤 義春 議員
くどう よしはる

棟方志功記念館

7 AOMORI  KENGIKAI  Guide 6AOMORI  KENGIKAI  Guide



県
土
整
備
部
長

　

本
県
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
人
口
減

少
の
進
展
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期

化
な
ど
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
次
期

基
本
計
画
の
策
定
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
取
組
成
果
や
環
境
変
化
を
踏

ま
え
た
現
状
分
析
を
し
っ
か
り
と

行
っ
た
上
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
綻
ん
だ
地

域
社
会
と
疲
弊
し
た
経
済
を
し
っ
か

り
と
取
り
戻
し
、
若
者
が
多
様
な
可
能

性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
、「
ふ
る
さ
と

青
森
県
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
」と
い
う
確
か
な
未
来
へ
の
展
望
と

道
筋
が
開
か
れ
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。

　
県
内
建
設
業
者
の
受
注
機

会
の
確
保
に
向
け
た
取
組
に

つ
い
て
伺
う
。

県
内
建
設
業
の
持
続
的
発
展

の
た
め
の
取
組

QA

企
画
政
策
部
長

　

津
軽
鉄
道
の
利
用
者
数
は
減
少
し
て

お
り
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
る
。

　

県
や
沿
線
自
治
体
は
、
安
全
輸
送
設

備
等
の
整
備
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
事
業
継

続
、
利
用
促
進
へ
の
支
援
に
加
え
、
鉄
道

設
備
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
免
、

沿
線
自
治
体
の
若
手
職
員
に
よ
る
活
性

化
の
取
組
な
ど
、
様
々
な
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

　

県
と
し
て
は
、
今
後
も
安
全
輸
送
設

備
等
の
整
備
を
支
援
す
る
ほ
か
、
津
軽

鉄
道
が
沿
線
自
治
体
と
連
携
し
て
行

う
、
利
用
促
進
や
活
性
化
の
取
組
を
後

押
し
し
、
津
軽
鉄
道
の
維
持
・
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
津
軽
鉄
道
の
存
続
に
向
け

た
県
及
び
沿
線
市
町
村
の
取

組
に
つ
い
て
伺
う
。

津
軽
鉄
道
の
利
用
状
況

QA

エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
対
策
局
長

　

県
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
対

し
、
厳
正
か
つ
迅
速
な
審
査
が
行
わ
れ

る
よ
う
審
査
体
制
の
充
実
・
強
化
に
加

え
、
審
査
手
順
の
改
善
な
ど
に
つ
い
て
、

原
子
力
発
電
関
係
団
体
協
議
会
等
と
し

て
重
ね
て
要
請
し
て
き
た
。
国
で
は
、
９

月
７
日
の
原
子
力
規
制
委
員
会
に
お
い

て
、
電
力
会
社
経
営
層
と
の
意
見
交
換

を
踏
ま
え
た
、
今
後
の
審
査
の
進
め
方

が
審
議
さ
れ
、
確
認
事
項
及
び
論
点
の

提
示
、
審
査
会
合
の
開
催
頻
度
等
の
改

善
な
ど
が
了
承
さ
れ
た
。

　
県
内
原
子
力
施
設
に
係
る

国
の
安
全
審
査
が
長
期
化
し

て
い
る
中
、
審
査
の
迅
速
化

に
つ
い
て
県
及
び
国
の
対
応

を
伺
う
。

県
内
原
子
力
施
設
の
審
査
の

迅
速
化
へ
の
対
応

QA

観
光
国
際
戦
略
局
長

　

同
財
団
は
同
館
閉
館
後
、
所
蔵
作
品

を
県
立
美
術
館
に
移
動
・
集
約
し
、
作

品
展
示
や
研
究
等
の
顕
彰
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

県
と
し
て
は
、
県
立
美
術
館
の
展
示

ス
ペ
ー
ス
を
約
２
倍
に
拡
張
の
上
、
棟

方
画
伯
の
作
品
や
愛
用
品
等
を
展
示

し
、
県
民
や
フ
ァ
ン
の
皆
様
に
よ
り
身

近
に
、
多
く
の
作
品
等
を
鑑
賞
い
た
だ

け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　（
一
財
）棟
方
志
功
記
念
館

が
実
施
し
て
き
た
顕
彰
事
業

に
つ
い
て
、
棟
方
志
功
記
念

館
閉
館
後
、
同
財
団
は
ど
の

よ
う
に
実
施
し
、
県
は
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か

伺
う
。

棟
方
志
功
記
念
館
と

県
の
関
わ
り

文化 QA

三
村
知
事

　
次
期
基
本
計
画
の
策
定
に

向
け
た
知
事
の
思
い
に
つ
い

て
伺
う
。

次
期
青
森
県
基
本
計
画

QA

エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
対
策
局
長

　

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
は
、
あ
く

ま
で
も
一
時
貯
蔵
を
前
提
と
し
て
施
設

の
立
地
協
力
要
請
を
受
諾
し
た
も
の
。

本
県
を
最
終
処
分
地
に
し
な
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、
事
業
者
と
の
間
で
の
貯
蔵

管
理
期
間
終
了
時
点
で
電
力
会
社
に
搬

出
さ
せ
る
こ
と
を
定
め
た
安
全
協
定
、

搬
出
を
行
う
各
電
力
会
社
か
ら
の
確
約

文
書
、
最
終
処
分
事
業
を
進
め
る
国
か

ら
の
本
県
を
最
終
処
分
地
に
し
な
い
旨

の
確
約
な
ど
か
ら
、
国
と
事
業
者
、
県

の
方
針
は
明
確
で
あ
り
、
条
例
の
制
定

は
考
え
て
い
な
い
。

　
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の
確
実
な
県
外
搬
出
を
担
保

す
る
た
め
、
本
県
を
最
終
処

分
地
と
し
な
い
条
例
を
制
定

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
県
の

見
解
を
伺
う
。

原
子
力
政
策

QA

環
境
生
活
部
長

　

今
回
の
災
害
で
は
、
県
は
、
発
災
後

速
や
か
に
各
市
町
村
の
災
害
廃
棄
物

の
処
理
状
況
を
現
地
で
確
認
す
る
と

と
も
に
、
鰺
ヶ
沢
町
な
ど
被
害
の
大

き
い
市
町
村
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、

災
害
時
応
援
協
定
に
基
づ
き
、
関
係

団
体
に
仮
置
場
の
管
理
・
運
営
等
に
つ

い
て
協
力
を
要
請
し
た
ほ
か
、
広
域

的
な
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て

連
絡
調
整
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
国
庫

補
助
金
を
交
付
申
請
す
る
際
の
手
続

き
等
に
関
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
被
災
市
町
村
が
行
う
災
害

廃
棄
物
の
処
理
に
対
す
る
県

の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

大
雨
被
害
に
よ
る

災
害
廃
棄
物
の
処
理

QA

商
工
労
働
部
長

　
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
あ
お
も
り
」や「
ネ

ク
ス
ト
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
あ
お
も

り
」に
お
け
る
相
談
対
応
な
ど
求
職
者

へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
あ
お
も
り
人
財
確
保
推
進
セ
ン

タ
ー
」で
は
企
業
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
専

門
家
派
遣
や
、
離
職
者
等
を
雇
用
し

よ
う
と
す
る
際
の
求
人
広
告
や
人
材

確
保
等
に
つ
な
が
る
取
組
に
要
す
る

経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
ほ
か
、

離
職
者
と
人
手
不
足
分
野
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
県
内
各
地
で
開

催
し
て
い
る
。

　
県
の
求
職
者
へ
の
就
労
支

援
と
県
内
企
業
へ
の
人
材
確

保
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

県
内
の
雇
用
情
勢
と

県
の
取
組

QA

廃棄物処理

エネルギー 交通

土木
　

県
発
注
工
事
で
は
、一
つ
の
工
事
を
専

門
工
種
ご
と
に
分
け
る
分
離
発
注
や
複

数
の
工
事
に
分
け
る
分
割
発
注
を
可
能

な
限
り
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
ほ
か
、

複
数
の
同
種
工
事
を
同
時
発
注
す
る
場

合
、予
め
定
め
た
開
札
順
に
従
い
、
先
に

開
札
し
た
入
札
の
落
札
者
は
以
降
の
入

札
に
参
加
不
可
と
す
る
、い
わ
ゆ
る「
一

抜
け
方
式
」入
札
を
実
施
し
て
き
た
。

　

今
後
も
公
共
事
業
予
算
の
確
保
に
努

め
る
と
と
も
に
、
適
正
な
分
離
・
分
割
発

注
等
を
推
進
し
、
県
内
建
設
業
者
の
受

注
機
会
の
確
保
に
取
り
組
む
。

エネルギー

基本計画

就労支援

自由民主党
五所川原市

会　派
選挙区

:
:

櫛引 ユキ子 議員
くしびき こ

青和会
青森市

会　派
選挙区

:
:

一戸 富美雄 議員
いちのへ ふみお

県民主役の県政の会
青森市

会　派
選挙区

:
:

渋谷 哲一 議員
しぶたに てつかず

自由民主党
平川市

会　派
選挙区

:
:

工藤 義春 議員
くどう よしはる

棟方志功記念館
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県
土
整
備
部
長

　

上
北
自
動
車
道
六
戸
・
三
沢
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
三
沢
空
港
へ
の

ア
ク
セ
ス
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、
県

道
三
沢
七
戸
線
の
三
沢
市
春
日
台
か

ら
六
戸
町
犬
落
瀬
ま
で
の
約
１
㎞
に

つ
い
て
、
令
和
２
年
度
か
ら
バ
イ
パ
ス

整
備
に
着
手
し
、
こ
れ
ま
で
、
測
量
、

設
計
を
進
め
て
き
た
。

　

今
年
度
は
６
月
１
日
に
地
元
説
明

会
を
開
催
し
、
来
年
度
か
ら
の
用
地
取

得
に
向
け
、
現
在
、
用
地
測
量
及
び
調

査
を
進
め
て
い
る
。

　

三
沢
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
機

能
を
強
化
す
る
道
路
整
備
が

必
要
と
考
え
る
が
、県
の
取
組

に
つ
い
て
伺
う
。

三
沢
・
東
京
線
の

４
便
化
定
着
に
向
け
た
取
組

QA

三
村
知
事

　

新
品
種
「
青
森
福
雪
」
を
早
期
に

普
及
さ
せ
る
こ
と
で
、
日
本
一
の
に
ん

に
く
産
地
と
し
て
の
地
位
を
よ
り
強

固
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

　

そ
の
た
め
に
、「
青
森
県
に
ん
に
く

新
品
種
『
青
森
福
雪
』
普
及
推
進
協

議
会
」
を
設
置
し
、
今
後
の
種
苗
増

殖
や
品
種
特
性
を
生
か
す
栽
培
技
術

の
確
立
、
効
率
的
な
増
殖
方
法
の
検

討
を
進
め
て
お
り
、
将
来
的
に
は
産

地
を
構
成
す
る
主
力
品
種
に
育
て
上

げ
て
い
く
。

　

に
ん
に
く
新
品
種
「　

青

森
福
雪
」
の
普
及
に
向
け
て
、

県
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
伺
う
。

に
ん
に
く
の
新
品
種
の

生
産
振
興

QA
用 語 解 説

青森福雪
（あおもりふくゆき）

　青森県で昔から栽培されて
いる「福地ホワイト」から選抜
した品種で、雪のように白いこ
とを表現して名づけられた。
大玉で白く、「福地ホワイト」に
比べてりん片の数は１片程度
少ないが、１片の重量は重い
のが特徴。

用 語 解 説

青森県地震・
津波被害想定調査

　最大クラスの地震・津波によ
る被害予測を行うことで、効果
的な防災対策の検討に役立て
るとともに、防災対策を講じた
場合の減災効果を併せて示す
ことで、県民の防災意識の向
上、自助・共助の取組の促進を
目指すもの。

用 語 解 説

第５次あおもり
男女共同参画プラン

　令和４年度から８年度までの、
本県における男女共同参画の推
進に関する基本計画。本県では、
平成２７年９月に施行された「女
性活躍推進法」に基づく、女性
活躍推進に関する施策について
の計画と一体的に策定している。

三
村
知
事

　

活
力
あ
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

と
地
域
経
済
の
持
続
的
発
展
を
支
え
て

い
く
た
め
に
は
、
働
く
意
欲
の
あ
る
女
性

が
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
活
躍

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、「　

 

第
５
次
あ
お
も
り
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」を
女
性
活
躍
推

進
法
に
基
づ
く

女
性
活
躍
推

進
計
画
と
位

置
づ
け
、
目
標

や
施
策
の
方
向

性
を
示
し
、
総

合
的
に
推
進
し

て
い
る
。

　

地
域
の
活
力
を
持
続
さ
せ

る
た
め
に
は
、
女
性
が
活
躍

で
き
る
社
会
づ
く
り
が
重
要

と
考
え
る
が
、
県
の
考
え
に

つ
い
て
伺
う
。

女
性
活
躍
推
進

QA

教
育
長

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
競
技
力

向
上
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
将
来
有

望
な
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
を
発
掘
・
育
成
す

る
「
あ
お
も
り
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー

事
業
」、
各
競
技
の
強
化
拠
点
と
し
て

期
待
さ
れ
る
高
等
学
校
等
を
指
定
し
、

各
団
体
の
強
化
活
動
を
支
援
す
る
「
強

化
拠
点
校
（
ク
ラ
ブ
）
活
動
支
援
事
業
」

及
び
本
県
代
表
と
し
て
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
選
手
を
個
別
に
指
定
し
、
各
選

手
の
強
化
活
動
を
支
援
す
る
「
強
化

指
定
選
手
活
動
支
援
事
業
」
等
を
実

施
し
、
選
手
の
育
成
・
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

選
手
の
育
成
・
強
化
に
向

け
た
現
在
の
取
組
に
つ
い
て

伺
う
。

第
80
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

QA

道路

女性活躍

スポーツ

農業

　

県
で
は「　

 

第
２
次
青
森
県
子
ど
も

の
貧
困
対
策
推
進
計
画
」を
令
和
３
年

３
月
に
策
定
し
て
５
つ
の
重
点
項
目

を
掲
げ
て
施
策
を
体
系
化
し
、
総
合
的

に
推
進
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
大
学
入
学
時
等
の
一

時
的
な
経
費
の
貸
付
事
業
、
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
へ
の
支

援
、
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
や
ひ
と
り
親
家
庭
等

へ
の
医
療
費
助
成
等
を

行
っ
て
い
る
。

　

す
べ
て
の
子
ど
も
た

ち
が
夢
と
希
望
を
持
っ

て
成
長
で
き
る
青
森
県

の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
む
。 健

康
福
祉
部
長

　

子
ど
も
の
貧
困
の
状
況
を

踏
ま
え
た
県
の
取
組
に
つ
い
て

伺
う
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策

QA

健
康
福
祉
部
長

　

令
和
３
年
に
お
け
る
本
県
の
自
殺
者

数
等
は
、
前
年
を
上
回
る
結
果
と
な
っ

た
。
県
と
し
て
は
こ
の
現
状
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
、
相
談
窓
口
等
の
広

報
・
啓
発
や
市
町
村
が
行
う
自
殺
対
策

へ
の
支
援
等
を
行
う
と
と
も
に
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
た
相
談
事
業
な
ど
、
相
談

者
や
相
談
内
容
等
に
重
点
を
絞
っ
た
相

談
事
業
を
実
施
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
き
た　

 

ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
養
成
研
修
の
対
象
を
、
中
小
企
業

の
人
事
担
当
者
等
に
も
拡
大
し
て
実
施

す
る
。 　

令
和
３
年
に
お
け
る
本
県

の
自
殺
者
数
の
状
況
と
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

自
殺
対
策

QA

警
察
本
部
長

　

県
警
察
で
把
握
し
て
い
る
自
治
体

等
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
箇
所
数
は
、

令
和
２
年
末
の
数
値
で
約
２
４
０
０

か
所
で
あ
る
。

　

設
置
拡
充
に
向
け
て
は
、
昨
年
度

か
ら
２
か
年
か
け
て「
地
域
防
犯
力
向

上
の
た
め
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
促
進

事
業
」に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
各

自
治
体
・
事
業
者
・
商
店
会
等
に
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
を
働
き
掛
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
県
内
各
地
区
の
防
犯
協
会

で
は
、
自
治
体
や
地
元
企
業
等
の
支

援
を
受
け
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を

進
め
て
い
る
。

　

県
内
に
お
け
る
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
状
況
と
、防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
拡
充
に
向
け
た
県

警
察
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

犯
罪
の
な
い
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

QA

三
村
知
事

　

調
査
の
結
果
と
し
て
、
被
害
規
模

は
こ
れ
ま
で
の
想
定
を
大
き
く
上

回
っ
た
が
、
早
期
避
難
の
減
災
効
果

が
高
い
こ
と
も
併
せ
て
示
し
た
。

　

地
震
・
津
波
を
正
し
く
恐
れ
、
早
期

避
難
の
重
要
性
に
つ
い
て
様
々
な
機

会
を
通
じ
て
県
民
に
周
知
し
な
が
ら
、

自
助
・
共
助
の
取
組
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
早
期
避
難
が
困
難
な
方
へ
の

対
応
も
含
め
て
避
難
計
画
の
見
直
し

等
を
行
う
市
町
村
と
連
携
し
て
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
防
災
対
策

の
強
化
を
進
め
て
い
く
。

　
　

青
森
県
地
震
・
津
波
被

害
想
定
調
査
の
結
果
を
受
け

て
、住
民
の
避
難
対
策
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
伺
う
。

住
民
の
避
難
対
策

QA

防犯

福祉

用 語 解 説

第２次青森県
子どもの貧困対策推進計画

　ひとり親家庭など困難な環境にある
子どもやその家族を支援し、子どもた
ちが現在から将来にわたり夢と希望を
持って成長できる青森県を目指し、貧
困対策を総合的に推進するための指
針として令和３年３月に策定した計画。

用 語 解 説

ゲートキーパー

　自殺の危険を示すサインに気づき、適切な
対応（悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を
聞いて、必要な支援につなげ、見守る）を図る
ことができる人のことで、言わば「命の門番」
とも位置付けられる人のことである。

福祉

防災

自由民主党
三沢市

会　派
選挙区

:
:

小比類巻 正規 議員
こひるいまき まさのり

自由民主党
青森市

会　派
選挙区

:
:

花田 栄介 議員
はなだ えいすけ

立憲民主党
弘前市

会　派
選挙区

:
:

鶴賀谷 貴 議員
つるがや たかし

自由民主党
八戸市

会　派
選挙区

:
:

山田　知 議員
やまだ さとる

青森スポーツアカデミー事業育成プログラム

9 AOMORI  KENGIKAI  Guide 8AOMORI  KENGIKAI  Guide



県
土
整
備
部
長

　

上
北
自
動
車
道
六
戸
・
三
沢
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
三
沢
空
港
へ
の

ア
ク
セ
ス
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、
県

道
三
沢
七
戸
線
の
三
沢
市
春
日
台
か

ら
六
戸
町
犬
落
瀬
ま
で
の
約
１
㎞
に

つ
い
て
、
令
和
２
年
度
か
ら
バ
イ
パ
ス

整
備
に
着
手
し
、
こ
れ
ま
で
、
測
量
、

設
計
を
進
め
て
き
た
。

　

今
年
度
は
６
月
１
日
に
地
元
説
明

会
を
開
催
し
、
来
年
度
か
ら
の
用
地
取

得
に
向
け
、
現
在
、
用
地
測
量
及
び
調

査
を
進
め
て
い
る
。

　

三
沢
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
機

能
を
強
化
す
る
道
路
整
備
が

必
要
と
考
え
る
が
、県
の
取
組

に
つ
い
て
伺
う
。

三
沢
・
東
京
線
の

４
便
化
定
着
に
向
け
た
取
組

QA

三
村
知
事

　

新
品
種
「
青
森
福
雪
」
を
早
期
に

普
及
さ
せ
る
こ
と
で
、
日
本
一
の
に
ん

に
く
産
地
と
し
て
の
地
位
を
よ
り
強

固
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

　

そ
の
た
め
に
、「
青
森
県
に
ん
に
く

新
品
種
『
青
森
福
雪
』
普
及
推
進
協

議
会
」
を
設
置
し
、
今
後
の
種
苗
増

殖
や
品
種
特
性
を
生
か
す
栽
培
技
術

の
確
立
、
効
率
的
な
増
殖
方
法
の
検

討
を
進
め
て
お
り
、
将
来
的
に
は
産

地
を
構
成
す
る
主
力
品
種
に
育
て
上

げ
て
い
く
。

　

に
ん
に
く
新
品
種
「　

青

森
福
雪
」
の
普
及
に
向
け
て
、

県
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
伺
う
。

に
ん
に
く
の
新
品
種
の

生
産
振
興

QA
用 語 解 説

青森福雪
（あおもりふくゆき）

　青森県で昔から栽培されて
いる「福地ホワイト」から選抜
した品種で、雪のように白いこ
とを表現して名づけられた。
大玉で白く、「福地ホワイト」に
比べてりん片の数は１片程度
少ないが、１片の重量は重い
のが特徴。

用 語 解 説

青森県地震・
津波被害想定調査

　最大クラスの地震・津波によ
る被害予測を行うことで、効果
的な防災対策の検討に役立て
るとともに、防災対策を講じた
場合の減災効果を併せて示す
ことで、県民の防災意識の向
上、自助・共助の取組の促進を
目指すもの。

用 語 解 説

第５次あおもり
男女共同参画プラン

　令和４年度から８年度までの、
本県における男女共同参画の推
進に関する基本計画。本県では、
平成２７年９月に施行された「女
性活躍推進法」に基づく、女性
活躍推進に関する施策について
の計画と一体的に策定している。

三
村
知
事

　

活
力
あ
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

と
地
域
経
済
の
持
続
的
発
展
を
支
え
て

い
く
た
め
に
は
、
働
く
意
欲
の
あ
る
女
性

が
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
活
躍

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、「　

 

第
５
次
あ
お
も
り
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」を
女
性
活
躍
推

進
法
に
基
づ
く

女
性
活
躍
推

進
計
画
と
位

置
づ
け
、
目
標

や
施
策
の
方
向

性
を
示
し
、
総

合
的
に
推
進
し

て
い
る
。

　

地
域
の
活
力
を
持
続
さ
せ

る
た
め
に
は
、
女
性
が
活
躍

で
き
る
社
会
づ
く
り
が
重
要

と
考
え
る
が
、
県
の
考
え
に

つ
い
て
伺
う
。

女
性
活
躍
推
進

QA

教
育
長

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
競
技
力

向
上
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
将
来
有

望
な
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
を
発
掘
・
育
成
す

る
「
あ
お
も
り
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー

事
業
」、
各
競
技
の
強
化
拠
点
と
し
て

期
待
さ
れ
る
高
等
学
校
等
を
指
定
し
、

各
団
体
の
強
化
活
動
を
支
援
す
る
「
強

化
拠
点
校
（
ク
ラ
ブ
）
活
動
支
援
事
業
」

及
び
本
県
代
表
と
し
て
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
選
手
を
個
別
に
指
定
し
、
各
選

手
の
強
化
活
動
を
支
援
す
る
「
強
化

指
定
選
手
活
動
支
援
事
業
」
等
を
実

施
し
、
選
手
の
育
成
・
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

選
手
の
育
成
・
強
化
に
向

け
た
現
在
の
取
組
に
つ
い
て

伺
う
。

第
80
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

QA

道路

女性活躍

スポーツ

農業

　

県
で
は「　

 

第
２
次
青
森
県
子
ど
も

の
貧
困
対
策
推
進
計
画
」を
令
和
３
年

３
月
に
策
定
し
て
５
つ
の
重
点
項
目

を
掲
げ
て
施
策
を
体
系
化
し
、
総
合
的

に
推
進
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
大
学
入
学
時
等
の
一

時
的
な
経
費
の
貸
付
事
業
、
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
へ
の
支

援
、
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
や
ひ
と
り
親
家
庭
等

へ
の
医
療
費
助
成
等
を

行
っ
て
い
る
。

　

す
べ
て
の
子
ど
も
た

ち
が
夢
と
希
望
を
持
っ

て
成
長
で
き
る
青
森
県

の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
む
。 健

康
福
祉
部
長

　

子
ど
も
の
貧
困
の
状
況
を

踏
ま
え
た
県
の
取
組
に
つ
い
て

伺
う
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策

QA

健
康
福
祉
部
長

　

令
和
３
年
に
お
け
る
本
県
の
自
殺
者

数
等
は
、
前
年
を
上
回
る
結
果
と
な
っ

た
。
県
と
し
て
は
こ
の
現
状
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
、
相
談
窓
口
等
の
広

報
・
啓
発
や
市
町
村
が
行
う
自
殺
対
策

へ
の
支
援
等
を
行
う
と
と
も
に
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
た
相
談
事
業
な
ど
、
相
談

者
や
相
談
内
容
等
に
重
点
を
絞
っ
た
相

談
事
業
を
実
施
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
き
た　

 
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
養
成
研
修
の
対
象
を
、
中
小
企
業

の
人
事
担
当
者
等
に
も
拡
大
し
て
実
施

す
る
。 　

令
和
３
年
に
お
け
る
本
県

の
自
殺
者
数
の
状
況
と
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

自
殺
対
策

QA

警
察
本
部
長

　

県
警
察
で
把
握
し
て
い
る
自
治
体

等
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
箇
所
数
は
、

令
和
２
年
末
の
数
値
で
約
２
４
０
０

か
所
で
あ
る
。

　

設
置
拡
充
に
向
け
て
は
、
昨
年
度

か
ら
２
か
年
か
け
て「
地
域
防
犯
力
向

上
の
た
め
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
促
進

事
業
」に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
各

自
治
体
・
事
業
者
・
商
店
会
等
に
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
を
働
き
掛
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
県
内
各
地
区
の
防
犯
協
会

で
は
、
自
治
体
や
地
元
企
業
等
の
支

援
を
受
け
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を

進
め
て
い
る
。

　

県
内
に
お
け
る
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
状
況
と
、防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
拡
充
に
向
け
た
県

警
察
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

犯
罪
の
な
い
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

QA

三
村
知
事

　

調
査
の
結
果
と
し
て
、
被
害
規
模

は
こ
れ
ま
で
の
想
定
を
大
き
く
上

回
っ
た
が
、
早
期
避
難
の
減
災
効
果

が
高
い
こ
と
も
併
せ
て
示
し
た
。

　

地
震
・
津
波
を
正
し
く
恐
れ
、
早
期

避
難
の
重
要
性
に
つ
い
て
様
々
な
機

会
を
通
じ
て
県
民
に
周
知
し
な
が
ら
、

自
助
・
共
助
の
取
組
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
早
期
避
難
が
困
難
な
方
へ
の

対
応
も
含
め
て
避
難
計
画
の
見
直
し

等
を
行
う
市
町
村
と
連
携
し
て
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
防
災
対
策

の
強
化
を
進
め
て
い
く
。

　
　

青
森
県
地
震
・
津
波
被

害
想
定
調
査
の
結
果
を
受
け

て
、住
民
の
避
難
対
策
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
伺
う
。

住
民
の
避
難
対
策

QA

防犯

福祉

用 語 解 説

第２次青森県
子どもの貧困対策推進計画

　ひとり親家庭など困難な環境にある
子どもやその家族を支援し、子どもた
ちが現在から将来にわたり夢と希望を
持って成長できる青森県を目指し、貧
困対策を総合的に推進するための指
針として令和３年３月に策定した計画。

用 語 解 説

ゲートキーパー

　自殺の危険を示すサインに気づき、適切な
対応（悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を
聞いて、必要な支援につなげ、見守る）を図る
ことができる人のことで、言わば「命の門番」
とも位置付けられる人のことである。

福祉

防災

自由民主党
三沢市

会　派
選挙区

:
:

小比類巻 正規 議員
こひるいまき まさのり

自由民主党
青森市

会　派
選挙区

:
:

花田 栄介 議員
はなだ えいすけ

立憲民主党
弘前市

会　派
選挙区

:
:

鶴賀谷 貴 議員
つるがや たかし

自由民主党
八戸市

会　派
選挙区

:
:

山田　知 議員
やまだ さとる

青森スポーツアカデミー事業育成プログラム
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常
任
委
員
会
の

審
査
状
況

　
　
　
蟹
田・脇
野
沢
航
路
の
維
持
に
向
け
て
、県
は
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

【
本
会
議
よ
り
付
託
さ
れ
た
審
査
案
件
】 

議
案
７
件

【
審
査
の
結
果
】 

議
案
第
１
号
は
多
数
を
も
っ
て
、そ
の
他
の
議

案
は
満
場
一
致
を
も
っ
て
原
案
可
決

総
務
企
画
危
機
管
理
委
員
会

質 

問

　
　
　
社
会
福
祉
施
設
等
災
害
復
旧
費
補
助
に
係
る
補
正

の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
県
と
し
て
は
、
航
路
の
維
持
に
向
け
た
課
題
の
整
理
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
新
船
の
建
造
に
は
、
期
間
を
要
す
る

こ
と
か
ら
、
新
船
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
費
用
負
担
な
ど
に
つ
い
て
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
、取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

回 

答

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

【
本
会
議
よ
り
付
託
さ
れ
た
審
査
案
件
】 

議
案
５
件
、請
願
１
件

【
審
査
の
結
果
】 

議
案
第
３
号
は
多
数
を
も
っ
て
、そ
の
他
の
議

案
４
件
は
満
場
一
致
を
も
っ
て
原
案
可
決

環
境
厚
生
委
員
会

質 

問

　
　
　
国
営
平
川
２
期
土
地
改
良
事
業
の
事
業
内
容
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
本
事
業
は
、
本
年
８
月
３
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
り
被
害

の
大
き
か
っ
た
社
会
福
祉
施
設
等
に
対
し
、
災
害
復
旧
整
備
に

要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
、
対
象
と
な
る
施
設

は
合
計
９
件
、
補
助
率
は
、
各
施
設
の
災
害
復
旧
整
備
に
要
す

る
費
用
の
４
分
の
３
、
合
計
８
７
１
７
万
７
０
０
０
円
を
見
込

み
、
補
正
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

回 

答

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

【
本
会
議
よ
り
付
託
さ
れ
た
審
査
案
件
】 

議
案
６
件

【
審
査
の
結
果
】議
案
６
件
を
満
場
一
致
を
も
っ
て
原
案
可
決

建
設
委
員
会

　
　
　
津
軽
自
動
車
道
は
、
国
直
轄
事
業
に
よ
る
整
備
が
進
め
ら

れ
、
現
在
ま
で
に
全
体
延
長
約
38
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
約
７
割

と
な
る
約
25
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
供
用
さ
れ
て
い
る
。 

残
る
区
間
に
つ

い
て
は
、柏
浮
田
道
路
と
し
て
平
成
30
年
度
か
ら
事
業
着
手
さ
れ
て

お
り
、
着
実
か
つ
効
率
的
な
事
業
進
捗
を
図
る
た
め
、
県
で
は
地
元

つ
が
る
市
と
と
も
に
、
令
和
２
年
度
か
ら
、
事
業
用
地
の
先
行
取
得

に
協
力
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
つ
が
る
柏
イ
ン
タ
ー
チ
ェン
ジ
か
ら

（
仮
称
）木
造
イ
ン
タ
ー
チ
ェン
ジ
ま
で
の
区
間
の
う
ち
県
分
の
取
得

は
昨
年
度
に
完
了
し
、
今
年
度
か
ら
は
、
残
る（
仮
称
）浮
田
イ
ン

タ
ー
チ
ェン
ジ
ま
で
の
用
地
先
行
取
得
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
８
月

30
日
及
び
31
日
に
用
地
説
明
会
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
引
き

続
き
、
県
議
会
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
柏
浮
田
道
路
の
早
期
完
成
を
国
に
強
く
働
き
か
け
る
と
と
も

に
、県
と
し
て
も
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

回 

答

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

【
本
会
議
よ
り
付
託
さ
れ
た
審
査
案
件
】 

議
案
１
件

【
審
査
の
結
果
】 

議
案
第
１
号
を
満
場
一
致
で
原
案
可
決

農
林
水
産
委
員
会

質 

問

　
　
　
特
別
支
援
学
校
給
食
食
材
安
定
調
達
対
策
事
業

費
の
内
容
を
伺
う
。

質 

問

　
　
　
津
軽
自
動
車
道
柏
浮
田
道
路
の
整
備
状
況
と
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う

質 

問

　
　
　
国
営
平
川
２
期
土
地
改
良
事
業
は
、
昭
和
44
年
度
か
ら

昭
和
63
年
度
に
か
け
て
国
営
平
川
土
地
改
良
事
業
に
よ
っ
て
造

成
さ
れ
た
農
業
水
利
施
設
の
老
朽
化
が
進
行
し
、
性
能
低
下
が

生
じ
て
い
た
た
め
、
国
が
平
成
24
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
に
か

け
て
改
修
事
業
を
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
主
な
事
業
内
容
と

し
て
は
、
早
瀬
野
ダ
ム
、
頭
首
工
、
排
水
機
場
等
の
機
械
・
電
気

設
備
の
改
修
工
事
で
、
総
事
業
費
は
79
億
９
８
０
０
万
円
、
関

係
市
町
村
は
弘
前
市
ほ
か
２
市
３
町
１
村
、
受
益
面
積
は
４
６

８
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

回 

答

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

10/6
開催

商
工
労
働
観
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員
会

　
　
　

学
校
給
食
を
実
施
す
る
県
立
特
別
支
援
学
校
で
は
、

物
価
高
騰
に
よ
り
、
学
校
給
食
に
使
用
す
る
食
材
の
変
更
等
を

行
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
か
ら
、
給
食
の
質
を
維
持
し
、
児
童

生
徒
が
各
栄
養
素
や
多
様
な
食
材
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
取
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
当
該
事
業
で
は
、
食

材
調
達
費
の
高
騰
分
を
県
が
負
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
立
特

別
支
援
学
校
の
学
校
給
食
用
食
材
を
安
定
的
に
調
達
で
き
る

よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

回 

答

【
本
会
議
よ
り
付
託
さ
れ
た
審
査
案
件
】 

議
案
５
件

【
審
査
の
結
果
】 

議
案
５
件
を
満
場
一
致
で
原
案
可
決

文
教
公
安
委
員
会

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
求
人
情
報
発
信
支
援
事
業
に
つ
い

て
予
算
を
増
額
補
正
す
る
こ
と
と
し
た
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

【
本
会
議
よ
り
付
託
さ
れ
た
審
査
案
件
】 

議
案
１
件
、請
願
２
件

【
審
査
の
結
果
】 

議
案
第
１
号
を
満
場
一
致
で
原
案
可
決

質 

問

　
　
　
本
事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
る
離
職
者
の
就
労
を
支
援
す
る
た
め
、
県
内
企
業
等
が
求
人

広
告
媒
体
を
利
用
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
、
令

和
２
年
度
の
９
月
補
正
予
算
に
よ
っ
て
創
設
し
、
以
降
継
続
し

て
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
年
度
当
初
予
算
に
お
け

る
本
補
助
金
の
予
算
額
は
、
令
和
３
年
度
の
執
行
状
況
を
踏
ま

え
て
２
０
０
０
万
円
と
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
が
長
引
く
中
で
、
９
月
末
時
点
の
補
助
金
交
付
決

定
が
、
事
業
者
数
で
57
件
、
金
額
で
１
９
０
０
万
円
を
超
え
、

ま
た
、
依
然
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
る
離
職
事
案
等
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
予
算
額

を
２
０
０
０
万
円
増
額
し
、
当
初
予
算
額
と
合
わ
せ
て
４
０
０
０

万
円
と
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

回 

答

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

決
算
特
別
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

決算特別委員会名簿（22名）

阿部  広悦
山 田 　 知
工藤  慎康
今 博
木明  和人

鹿 内 　 博
伊吹  信一
川 村 　 悟
寺田  達也
大崎  光明

清水  悦郎
丸 井 　 裕
安藤  晴美
菊池憲太郎
福士  直治

森内 之保留
山谷  清文
畠山  敬一
関 良
鶴賀谷  貴

夏 堀 浩 一 谷 川 政 人委 員 長

委 　 員

副委員長

　
　
　
若
者
の
県
内
定
着・還
流
に
向
け
て
は
、本
県
の
魅
力
に
つ

い
て
の
、県
民
の
理
解
促
進
が
重
要
と
考
え
る
が
、県
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
だ
の
か
伺
う
。

質 

問

　
　
　
若
者
の
県
内
定
着・還
流
を
進
め
る
た
め
に
は
、
若
者
や
、
そ
の

進
路
選
択
に
影
響
を
与
え
る
身
近
な
大
人
に
対
し
、
本
県
の「
暮
ら
し
」

や「
し
ご
と
」の
魅
力
、
本
県
で
実
現
で
き
る
多
様
な
生
き
方
・
働
き
方

な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
示
し
、
若
者
に
本
県
で
暮
ら
す
こ
と
を
選
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
県
で
は
、
学
生
や
保

護
者
な
ど
、
様
々
な
立
場
の
方
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
県
内
の
高
校
２
年
生
、
約
１
万
１
０
０
０
人
に
本
県
の

「
暮
ら
し
」や「
し
ご
と
」の
魅
力
、
農
業
や
観
光
と
い
っ
た
本
県
の
強
み

な
ど
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
冊
子
を
配
付
し
た
ほ
か
、
職
員
が
直

接
高
校
な
ど
に
出
向
き
、
高
校
生
や
そ
の
保
護
者
、
学
校
教
員
な
ど
約

２
７
０
０
人
に
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
、

青
森
県
の
魅
力
や
価
値
、
可
能
性
な
ど
を
積
極
的
に
情
報
発
信
す
る
こ

と
で
、
本
県
に
対
す
る
県
民
の
自
信
と
誇
り
に
係
る
意
識
醸
成
を
図
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

回 

答

　
　
　
津
波
災
害
時
に
は
早
期
避
難
が
重
要
と
考
え
る
が
、県
と

し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
伺
う
。

質 

問

　
　
　
「
令
和
３
年
度
青
森
県
地
震
・
津
波
被
害
想
定
調
査
」に
よ
る
被

害
想
定
の
結
果
で
は
、
津
波
の
浸
水
範
囲
が
大
き
く
拡
大
し
た
こ
と
に

よ
り
、
死
者
数
は
最
大
で
５
万
３
０
０
０
人
と
見
込
ま
れ
る
一
方
で
、
早

期
避
難
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
津
波
に
よ
る
死
者
を
７
割
か
ら
８
割

程
度
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
予
測
し
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
多
く
の
命
を
守
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
早
期
避
難
の

実
現
が
大
切
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
と
し
て
は
様
々
な
機
会
を
通
じ

て
、県
民
へ
の
防
災
意
識
の
高
揚
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、
同
時
に
、
避
難
所
の
指
定
や
津
波
避
難
計
画
の
見
直
し
、
自

主
防
災
組
織
の
活
性
化
等
に
よ
る
地
域
防
災
力
の
向
上
、
さ
ら
に
は
、

新
た
な
津
波
浸
水
想
定
を
踏
ま
え
た
避
難
施
設
の
確
保
・
整
備
な
ど
、

市
町
村
に
お
け
る
対
策
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
連
携
し
な
が
ら
取
組
を

進
め
て
い
く
。

回 

答

　

10
月
５
日
の
本
会
議
で
、
委
員
22
名
で
構
成
す

る
決
算
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
本
会
議
後
の

組
織
会
で
委
員
長
に
夏
堀
浩
一
議
員（
自
由
民
主

党
）、
副
委
員
長
に
谷
川
政
人
議
員（
自
由
民
主

党
）が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
14
日
、
17
日
及
び
18
日
の
３
日
間
、「
決
算

の
認
定
を
求
め
る
の
件
」を
初
め
、
付
託
さ
れ
た

６
議
案
に
つ
い
て
、
９
名
の
委
員
に
よ
る
活
発
な

質
疑
が
行
わ
れ
、
質
疑
後
、
付
託
さ
れ
た
６
議
案

は
す
べ
て
可
決
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
質
疑

の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

夏堀浩一委員長質疑の様子

　建設委員会は、西北地区において令和４年８月３日からの大雨
による被害状況調査を実施しました。
　深浦町道松原１号線被災箇所では、追良瀬川護岸（道路）の
大規模崩落により町内松原地区が一時孤立したことを受けて、吉
田深浦町長とともに道路の被災・復旧状況を調査し、その後、同
町長から復旧支援に関する要望書の提出を受けました。
　国道101号深浦町黒崎地区被災箇所では、法面の土砂崩落に
より秋田県へつながる国道が一時全面通行止めとなったことを受
けて、被災・復旧状況を調査しました。

建設委員会が、西北地区において
大雨被害状況調査を実施

大雨被害に関する要望書を深浦町長から受け取る
谷川建設委員会委員長

Topics
トピックス
議 会
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常
任
委
員
会
の

審
査
状
況

　
　
　
蟹
田・脇
野
沢
航
路
の
維
持
に
向
け
て
、県
は
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

【
本
会
議
よ
り
付
託
さ
れ
た
審
査
案
件
】 

議
案
７
件

【
審
査
の
結
果
】 

議
案
第
１
号
は
多
数
を
も
っ
て
、そ
の
他
の
議

案
は
満
場
一
致
を
も
っ
て
原
案
可
決

総
務
企
画
危
機
管
理
委
員
会

質 

問

　
　
　
社
会
福
祉
施
設
等
災
害
復
旧
費
補
助
に
係
る
補
正

の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
県
と
し
て
は
、
航
路
の
維
持
に
向
け
た
課
題
の
整
理
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
新
船
の
建
造
に
は
、
期
間
を
要
す
る

こ
と
か
ら
、
新
船
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
費
用
負
担
な
ど
に
つ
い
て
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
、取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

回 

答

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

【
本
会
議
よ
り
付
託
さ
れ
た
審
査
案
件
】 

議
案
５
件
、請
願
１
件

【
審
査
の
結
果
】 

議
案
第
３
号
は
多
数
を
も
っ
て
、そ
の
他
の
議

案
４
件
は
満
場
一
致
を
も
っ
て
原
案
可
決

環
境
厚
生
委
員
会

質 

問

　
　
　
国
営
平
川
２
期
土
地
改
良
事
業
の
事
業
内
容
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
本
事
業
は
、
本
年
８
月
３
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
り
被
害

の
大
き
か
っ
た
社
会
福
祉
施
設
等
に
対
し
、
災
害
復
旧
整
備
に

要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
、
対
象
と
な
る
施
設

は
合
計
９
件
、
補
助
率
は
、
各
施
設
の
災
害
復
旧
整
備
に
要
す

る
費
用
の
４
分
の
３
、
合
計
８
７
１
７
万
７
０
０
０
円
を
見
込

み
、
補
正
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

回 

答

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

【
本
会
議
よ
り
付
託
さ
れ
た
審
査
案
件
】 

議
案
６
件

【
審
査
の
結
果
】議
案
６
件
を
満
場
一
致
を
も
っ
て
原
案
可
決

建
設
委
員
会

　
　
　
津
軽
自
動
車
道
は
、
国
直
轄
事
業
に
よ
る
整
備
が
進
め
ら

れ
、
現
在
ま
で
に
全
体
延
長
約
38
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
約
７
割

と
な
る
約
25
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
供
用
さ
れ
て
い
る
。 

残
る
区
間
に
つ

い
て
は
、柏
浮
田
道
路
と
し
て
平
成
30
年
度
か
ら
事
業
着
手
さ
れ
て

お
り
、
着
実
か
つ
効
率
的
な
事
業
進
捗
を
図
る
た
め
、
県
で
は
地
元

つ
が
る
市
と
と
も
に
、
令
和
２
年
度
か
ら
、
事
業
用
地
の
先
行
取
得

に
協
力
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
つ
が
る
柏
イ
ン
タ
ー
チ
ェン
ジ
か
ら

（
仮
称
）木
造
イ
ン
タ
ー
チ
ェン
ジ
ま
で
の
区
間
の
う
ち
県
分
の
取
得

は
昨
年
度
に
完
了
し
、
今
年
度
か
ら
は
、
残
る（
仮
称
）浮
田
イ
ン

タ
ー
チ
ェン
ジ
ま
で
の
用
地
先
行
取
得
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
８
月

30
日
及
び
31
日
に
用
地
説
明
会
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
引
き

続
き
、
県
議
会
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
柏
浮
田
道
路
の
早
期
完
成
を
国
に
強
く
働
き
か
け
る
と
と
も

に
、県
と
し
て
も
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

回 

答

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

【
本
会
議
よ
り
付
託
さ
れ
た
審
査
案
件
】 

議
案
１
件

【
審
査
の
結
果
】 

議
案
第
１
号
を
満
場
一
致
で
原
案
可
決

農
林
水
産
委
員
会

質 

問

　
　
　
特
別
支
援
学
校
給
食
食
材
安
定
調
達
対
策
事
業

費
の
内
容
を
伺
う
。

質 

問

　
　
　
津
軽
自
動
車
道
柏
浮
田
道
路
の
整
備
状
況
と
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う

質 

問

　
　
　
国
営
平
川
２
期
土
地
改
良
事
業
は
、
昭
和
44
年
度
か
ら

昭
和
63
年
度
に
か
け
て
国
営
平
川
土
地
改
良
事
業
に
よ
っ
て
造

成
さ
れ
た
農
業
水
利
施
設
の
老
朽
化
が
進
行
し
、
性
能
低
下
が

生
じ
て
い
た
た
め
、
国
が
平
成
24
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
に
か

け
て
改
修
事
業
を
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
主
な
事
業
内
容
と

し
て
は
、
早
瀬
野
ダ
ム
、
頭
首
工
、
排
水
機
場
等
の
機
械
・
電
気

設
備
の
改
修
工
事
で
、
総
事
業
費
は
79
億
９
８
０
０
万
円
、
関

係
市
町
村
は
弘
前
市
ほ
か
２
市
３
町
１
村
、
受
益
面
積
は
４
６

８
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

回 

答

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

10/6
開催

商
工
労
働
観
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員
会

　
　
　

学
校
給
食
を
実
施
す
る
県
立
特
別
支
援
学
校
で
は
、

物
価
高
騰
に
よ
り
、
学
校
給
食
に
使
用
す
る
食
材
の
変
更
等
を

行
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
か
ら
、
給
食
の
質
を
維
持
し
、
児
童

生
徒
が
各
栄
養
素
や
多
様
な
食
材
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
取
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
当
該
事
業
で
は
、
食

材
調
達
費
の
高
騰
分
を
県
が
負
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
立
特

別
支
援
学
校
の
学
校
給
食
用
食
材
を
安
定
的
に
調
達
で
き
る

よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

回 

答

【
本
会
議
よ
り
付
託
さ
れ
た
審
査
案
件
】 

議
案
５
件

【
審
査
の
結
果
】 

議
案
５
件
を
満
場
一
致
で
原
案
可
決

文
教
公
安
委
員
会

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
求
人
情
報
発
信
支
援
事
業
に
つ
い

て
予
算
を
増
額
補
正
す
る
こ
と
と
し
た
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

【
本
会
議
よ
り
付
託
さ
れ
た
審
査
案
件
】 

議
案
１
件
、請
願
２
件

【
審
査
の
結
果
】 

議
案
第
１
号
を
満
場
一
致
で
原
案
可
決

質 

問

　
　
　
本
事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
る
離
職
者
の
就
労
を
支
援
す
る
た
め
、
県
内
企
業
等
が
求
人

広
告
媒
体
を
利
用
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
、
令

和
２
年
度
の
９
月
補
正
予
算
に
よ
っ
て
創
設
し
、
以
降
継
続
し

て
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
年
度
当
初
予
算
に
お
け

る
本
補
助
金
の
予
算
額
は
、
令
和
３
年
度
の
執
行
状
況
を
踏
ま

え
て
２
０
０
０
万
円
と
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
が
長
引
く
中
で
、
９
月
末
時
点
の
補
助
金
交
付
決

定
が
、
事
業
者
数
で
57
件
、
金
額
で
１
９
０
０
万
円
を
超
え
、

ま
た
、
依
然
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
る
離
職
事
案
等
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
予
算
額

を
２
０
０
０
万
円
増
額
し
、
当
初
予
算
額
と
合
わ
せ
て
４
０
０
０

万
円
と
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

回 

答

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

決
算
特
別
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

決算特別委員会名簿（22名）

阿部  広悦
山 田 　 知
工藤  慎康
今 博
木明  和人

鹿 内 　 博
伊吹  信一
川 村 　 悟
寺田  達也
大崎  光明

清水  悦郎
丸 井 　 裕
安藤  晴美
菊池憲太郎
福士  直治

森内 之保留
山谷  清文
畠山  敬一
関 良
鶴賀谷  貴

夏 堀 浩 一 谷 川 政 人委 員 長

委 　 員

副委員長

　
　
　
若
者
の
県
内
定
着・還
流
に
向
け
て
は
、本
県
の
魅
力
に
つ

い
て
の
、県
民
の
理
解
促
進
が
重
要
と
考
え
る
が
、県
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
だ
の
か
伺
う
。

質 

問

　
　
　
若
者
の
県
内
定
着・還
流
を
進
め
る
た
め
に
は
、
若
者
や
、
そ
の

進
路
選
択
に
影
響
を
与
え
る
身
近
な
大
人
に
対
し
、
本
県
の「
暮
ら
し
」

や「
し
ご
と
」の
魅
力
、
本
県
で
実
現
で
き
る
多
様
な
生
き
方
・
働
き
方

な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
示
し
、
若
者
に
本
県
で
暮
ら
す
こ
と
を
選
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
県
で
は
、
学
生
や
保

護
者
な
ど
、
様
々
な
立
場
の
方
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
県
内
の
高
校
２
年
生
、
約
１
万
１
０
０
０
人
に
本
県
の

「
暮
ら
し
」や「
し
ご
と
」の
魅
力
、
農
業
や
観
光
と
い
っ
た
本
県
の
強
み

な
ど
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
冊
子
を
配
付
し
た
ほ
か
、
職
員
が
直

接
高
校
な
ど
に
出
向
き
、
高
校
生
や
そ
の
保
護
者
、
学
校
教
員
な
ど
約

２
７
０
０
人
に
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
、

青
森
県
の
魅
力
や
価
値
、
可
能
性
な
ど
を
積
極
的
に
情
報
発
信
す
る
こ

と
で
、
本
県
に
対
す
る
県
民
の
自
信
と
誇
り
に
係
る
意
識
醸
成
を
図
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

回 

答

　
　
　
津
波
災
害
時
に
は
早
期
避
難
が
重
要
と
考
え
る
が
、県
と

し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
伺
う
。

質 

問

　
　
　
「
令
和
３
年
度
青
森
県
地
震
・
津
波
被
害
想
定
調
査
」に
よ
る
被

害
想
定
の
結
果
で
は
、
津
波
の
浸
水
範
囲
が
大
き
く
拡
大
し
た
こ
と
に

よ
り
、
死
者
数
は
最
大
で
５
万
３
０
０
０
人
と
見
込
ま
れ
る
一
方
で
、
早

期
避
難
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
津
波
に
よ
る
死
者
を
７
割
か
ら
８
割

程
度
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
予
測
し
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
多
く
の
命
を
守
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
早
期
避
難
の

実
現
が
大
切
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
と
し
て
は
様
々
な
機
会
を
通
じ

て
、県
民
へ
の
防
災
意
識
の
高
揚
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、
同
時
に
、
避
難
所
の
指
定
や
津
波
避
難
計
画
の
見
直
し
、
自

主
防
災
組
織
の
活
性
化
等
に
よ
る
地
域
防
災
力
の
向
上
、
さ
ら
に
は
、

新
た
な
津
波
浸
水
想
定
を
踏
ま
え
た
避
難
施
設
の
確
保
・
整
備
な
ど
、

市
町
村
に
お
け
る
対
策
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
連
携
し
な
が
ら
取
組
を

進
め
て
い
く
。

回 

答

　

10
月
５
日
の
本
会
議
で
、
委
員
22
名
で
構
成
す

る
決
算
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
本
会
議
後
の

組
織
会
で
委
員
長
に
夏
堀
浩
一
議
員（
自
由
民
主

党
）、
副
委
員
長
に
谷
川
政
人
議
員（
自
由
民
主

党
）が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
14
日
、
17
日
及
び
18
日
の
３
日
間
、「
決
算

の
認
定
を
求
め
る
の
件
」を
初
め
、
付
託
さ
れ
た

６
議
案
に
つ
い
て
、
９
名
の
委
員
に
よ
る
活
発
な

質
疑
が
行
わ
れ
、
質
疑
後
、
付
託
さ
れ
た
６
議
案

は
す
べ
て
可
決
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
質
疑

の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

夏堀浩一委員長質疑の様子

　建設委員会は、西北地区において令和４年８月３日からの大雨
による被害状況調査を実施しました。
　深浦町道松原１号線被災箇所では、追良瀬川護岸（道路）の
大規模崩落により町内松原地区が一時孤立したことを受けて、吉
田深浦町長とともに道路の被災・復旧状況を調査し、その後、同
町長から復旧支援に関する要望書の提出を受けました。
　国道101号深浦町黒崎地区被災箇所では、法面の土砂崩落に
より秋田県へつながる国道が一時全面通行止めとなったことを受
けて、被災・復旧状況を調査しました。

建設委員会が、西北地区において
大雨被害状況調査を実施

大雨被害に関する要望書を深浦町長から受け取る
谷川建設委員会委員長

Topics
トピックス
議 会



令和４年度補正予算関係（４件） ●一般会計１件、特別会計１件、病院事業会計１件、下水道事業会計１件
条例関係（１０件） ●地方公務員法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例案
　　　　　　　 ●職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例案
　　　　　　　 ●職員の定年等に関する条例等の一部を改正する条例案
　　　　　　　 ●職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例案
　　　　　　　 ●青森県建設業許可申請手数料等徴収条例の一部を改正する条例案
　　　　　　　 ●青森県建築確認申請等手数料等徴収条例の一部を改正する条例案
　　　　　　　 ●青森県企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例案
　　　　　　　 ●青森県教育職員免許法関係手数料徴収条例の一部を改正する条例案
　　　　　　　 ●青森県営スケート場条例の一部を改正する条例案
　　　　　　　 ●青森県迷惑行為等防止条例の一部を改正する条例案

第311回定例会で可決された知事提出議案（17件）

第311回定例会で可決された議員提出議案の内容
令和４年８月３日からの大雨被害に係る災害の早期復旧と支援を求める意見書意 見 書
　国においては、燃油価格高騰に伴い建設資材等の価格も上昇しており、従来にも増して多くの
復旧経費を要するため十分な予算の確保を行うこと、被災した中小企業者の事業の早期再開・継
続に向けて、災害関連補助金の追加措置等、支援施策を強化することなどについて緊急的な措
置が速やかに講じられるよう要望。

北朝鮮による弾道ミサイル発射に対して断固抗議する決議決 　 議
　本議会においては、この行為を断じて容認することはできず、北朝鮮に対して断固抗議し、二度
と行わないよう強く求める。
　政府においては、情報収集・分析に全力を挙げるとともに、国民の安全と安心の確保に万全の
措置を講じること、また、国際社会と緊密に連携し、北朝鮮に対して、毅然とした態度で臨み、今
後このような行動を行わせないために厳格に対処することを要請する。

米価低迷に対する緊急対策を求める意見書
　国において、国民への食料供給を支える農家の不安を払拭するとともに、主食である米の需給
環境の改善に努めていくことが極めて重要であり、積極的な対策を講ずるよう要望。

青森県をもっと知るため、議会を傍聴しよう！
傍聴にあたり、本誌「傍聴者の声」に掲載するため、アンケートをお願いすること
がありますので、ご協力ください。

〒030-8570青森市長島1丁目1-1　青森県議会事務局調査課
電話 017（734）9797（直通）

◎あおもり県議会だよりに関するご意見・お問合せについて
お知らせ
県議会からの

２
０
２
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月
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あ
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も
り
県
議
会
だ
よ
り
第

29
号

傍聴にあたってのお願い

※傍聴の際はマスクの着用をお願いします。
※議場などへの入場前には検温をお願いします。
※議場などへの入退場の際は、アルコール消毒をお願いします。
※発熱や息切れ、風邪のような症状がある場合は傍聴を自粛する
　ようお願いします。

新型コロナウイルス感染症対策にご協力ください
傍聴については
こちらから秩序ある議事進行が印象的でした

　県政全般への関心があり、傍聴しまし
た。秩序ある議事進行に大変感心いたし
ました。

60代　男性 むつ市在住

県議会だよりは
こちらから

その他（3件） 　　●工事の請負契約の一部変更の件　など3件
9
月
定
例
会
の
概
要

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
、

令
和
４
年
８
月
３
日
か
ら
の
大
雨
被
害
に
係
る
災
害
の

早
期
復
旧
と
支
援
を
求
め
る
意
見
書
案
な
ど
を
可
決

　
令
和
４
年
９
月
第
３
１
１
回
定

例
会
は
、
９
月
21
日
に
開
会
さ
れ
、

10
月
11
日
ま
で
の
21
日
間
に
わ
た

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
本
会
議
で
は
、「
令
和
４

年
度
青
森
県
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）案
」を
は
じ
め
、
25
件
の

議
案
及
び
32
件
の
報
告
が
上
程
さ

れ
、三
村
知
事
か
ら
、「
今
回
の
補
正

予
算
は
、
本
年
８
月
３
日
か
ら
の
大

雨
に
係
る
災
害
対
策
関
連
経
費
と

し
て
所
要
の
予
算
措
置
を
講
ず
る

こ
と
と
し
た
こ
と
、
及
び
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
状
況

等
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、
感
染
防

止
対
策
の
推
進
と
医
療
提
供
体
制

の
確
保
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
物

価
高
騰
下
に
お
け
る
社
会
経
済
活

動
の
推
進
に
要
す
る
経
費
に
つ
い

て
、
所
要
の
予
算
措
置
を
講
ず
る
こ

と
と
し
た
」な
ど
の
提
案
理
由
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
決
算
に
つ
い

て
、
会
計
管
理
者
等
か
ら
説
明
が
、

決
算
及
び
基
金
の
審
査
結
果
及
び

意
見
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
か
ら
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

９
月
28
日
か
ら
４
日
間
に
わ
た

り
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
16
名

の
議
員
が
登
壇
し
、
令
和
４
年
８

月
３
日
か
ら
の
大
雨
災
害
へ
の
対

応
や
防
災
対
策
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
、
農
林
水
産
業

の
振
興
策
、
若
者
の
県
内
定
着
や

子
ど
も
に
関
す
る
施
策
な
ど
に
つ

い
て
、
各
議
員
か
ら
質
問
が
あ
り
、

県
当
局
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
な
お
、
９
月
29
日
一
般

質
問
終
了
後
、
２
件
の
先
議
議
案

が
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
５
日
に
は
、
議
案
に
関
す

る
質
疑
が
行
わ
れ
、
令
和
４
年
度

青
森
県
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２

号
）案
に
計
上
さ
れ
た
費
目
の
事
業

内
容
等
に
つ
い
て
、
質
疑
・
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
決
算
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
令
和
３
年
度
決
算
に
関

す
る
議
案
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
16
件
及
び
報
告
３
件
は
所

管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

10
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
各
常
任

委
員
会
に
お
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
10
月
５
日
に
は
、
質
疑
、

議
案
の
委
員
会
付
託
終
了
後
、
議

員
提
出
議
案
の
採
決
が
行
わ
れ
、

議
案
１
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
10
月
11
日
に
は
、各
常

任
委
員
会
の
審
査
内
容
の
報
告
が

あ
り
、討
論
が
行
わ
れ
た
の
ち
採
決

が
行
わ
れ
、先
議
議
案
２
件
、決
算

特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
閉
会
中

の
継
続
審
査
と
な
っ
た
議
案
６
件

を
除
く
知
事
提
出
議
案
17
件
、
報

告
３
件
及
び
議
員
提
出
議
案
２
件

が
可
決
・
同
意
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

開会日の提案理由説明の様子

◎
開
会
日（
９
月
21
日
）

◎
一
般
質
問（
９
月
28
日
〜
10
月
３
日
）

◎
質
疑
、決
算
特
別
委
員
会
設
置（
10
月
５
日
）

　
常
任
委
員
会（
10
月
６
日
）

閉
会
日（
10
月
11
日
）

未来のための、ヒントがここに。

ボ イ ス
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今回の定例会（月）

6

県議会
インターネット中継

配信中！

第29号
2022.12あおもり

県議会
だより

AO
MORI

KENGIK
A

I

p.11　議会トピックス・決算特別委員会　 p.12　可決された議案 他
p.1　9月定例会の概要　 p.2　一般質問の内容　 p.10　常任委員会

C O N T E N T S

［表紙］テーマ／木漏れ日　撮影／三沢高校　蛯名海里さん
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